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主望 呈 ⊥之.圭 迦 ニ
ュ ー ラシ ア の特 に ､ シ ベ リアか ら極東地域にか けても っ とも広 く 分布す る諸族 の言語は
分類上 トウ ング ー ス ･ 満州語で ある ｡ こ の 言語グル ー プに は エ ヴェ ンキ ､ エ ヴ ェ ンの 他 ､
アム ー ル ･ サハ リ ン地域 の ナ - ナイ ､ ウリチ ､ オ ロ チ ､ ウデゲ ､ ネ ギダル ､ ウイル タ ( オ
ロ ツ コ)､ 中国東北部 の ホジ ェ ン ､ オ ロ チ ョ ン ､ 満族 ､ 新彊省 の シ ボなどの 言語が含 まれ
る ｡ トウング ー ス ･ 満州語 に は起源 的に モ ンゴル帝やチ エ ル ク語系 の詩語 と の共通性が認
められて い る が, エ ヴ ェ ンキ語 に つ い て は 地域 に よりヤク ー ト語 ( ヤク- チヤ)､ ブリ ヤ
ー ト語 (バイカル湖地域)､ サモ デイ諸語 (北西シ ベ リア) からの 借用が顕著 で ある ｡ エ
ヴ ェ ンキ蓉の 方言 には北方言 と南方言 が区別 されて い る ｡ 今 日の エ ヴ ェ ンキ語 の 保有率は
不明で あるが ､ 一 般的 には ロ シ ア語をは じめ､ 以下に述 べ るよ うに居住する地域の 主要言
欝が使わ れても1る ｡
エ ヴ ェ ンキは西はオ ビ川 流域 から束は太平洋沿岸まで , 南はバイカル湖周辺か ら北は北極
海沿岸まで の 各地 に広く居住し ､ そ の人 口 は全体で 3 万人 (1 989年 ､ 以下同じ) は どであ
る ｡ 主要な居住地 は エ ニ セ イ川上 ､ 中涜域 の エ ヴ ェ ンキヤ坤区 (3.5 00人)､ 南シ ベ リア の
ブリヤ ー チ ヤ (1.700 人), 東北 シベ リア のヤク - チヤ (14.4 00人)､ 極東地域 の 他 ､ 中国
東北部の 興安嶺地域に (20. 00 0人)､ モ ン ゴルで ある ｡ ソ連の 体制下で は 1930年代に集 団
経営が組織され ､ 地域 によりトナカイ牧畜､ 定住的な歳菓栽培 , 農牧業を主 とするコ ルホ
- スや ソホ ー ズがっ く られた｡ しかしなが ら､ 2 0世紀初頭ま で の生業はおお まか には タイ
ガ地帯で の トナカイ飼養 ･ 狩猟 , 森林大テ ッ プ地帯で の 農牧業､ 中国東北部で の 馬飼養 ･
狩猟などが特徴的で あり, 古 い 文献で ｢トウング ー ス+ と呼ばれた こ の 民族 では移動手段
として の トナカイや馬な どの家畜を もたな い 狩猟 をは じめ として ､ 地域的に生業形態 を異
に し , 多様性 に富ん で い る こ とで知られて い た｡ エ ヴ ェ ンキと言語 上近縁な エ ヴェ ンは シ
ベ リア の北東部からオホ ー ツク沿岸地域に居住し､ その 人口は約 1 7. 00 0人､ 古くから北部
で はトナカイ牧畜 , オホ ー ツク沿岸地域でiま漁労や海獣狩猟などが行われた . アム - ル ･
サハ リン地域の諸民族で はナ - ナイが約 12. 00 0人､ ウリチが約 3.2 00人､ ウデゲが約 1.9 00
人を数え ､ 他はい ずれ も 千人未満の 少数民族である ｡ 生業につ い て は アム ー ル川流域で は
定住的な漁労 (特に ､ サ ケマ ス漁) が大きな比重 を占めるの に対 し ､ 沿海州 の 山岳地域の
ウデゲで は狩猟 が､ サ ハ リン の ウイルタで はトナカイ飼育が顕著な特徴で あ っ た ｡ 中国東
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北部 ､ 黒龍江省の ホジ ェ ン法全体 で約 4.3 00人 (1990) で , そ の生業は主 として ウスリ
-
川 , 松花江流域 で の漁労 によっ て特徴づ けられる ｡ もち ろん ､ どの民族 にあ っ て も 2 0世
紀を通じて ､ 著 しい 社会文化的な変容があり､ い わゆる ｢伝統的な生莱+ は多様な経済活
動の なか で の も っ とも突 出した特徴 につ い てで あ っ て ､ そ れの みで 当該 の民族文化が規定
され得ない こ とは云 うまで もない ｡
さて ､ エ ヴ ェ ンキの文化の 特質に つ い て は何よ りも地域的な多様性が指摘されるが ､ そ
の 背景と して ､ そ の居住地が異な る自然条件に富む広大な地域 に捗 っ て い る こ と､ 同時 に
各地域で異なる民族との 接触混清がある こ と､ しか も､ そ れが非常に古 い 時代か らの 狩猟
民的な移動生活 とか かわ っ て い る こ とな どが考えられるo
一 方､ エ ヴ ェ ンキが帝政ロ シア
の 植民地 となり､ 毛皮税徴集の対象 となる の は 17世紀に入 っ てか らの こ とで あるが ､ こ
の こ と も､ シ ベリア の 先住民社会全般 に甚大な影響 を及ぼ した ｡ そ れゆえ, エ ヴ ェ ンキの
文化 を 一 様 に論ずる こ とは難 し い ｡ しか しながら､ 典型的な例 と して ､ トナカイを飼育 し
ながらタイガ地帯で狩猟 を行っ て きた グル ー プで は､ チ ュ ム とい う円錐形の 天幕 (シ ラカ
バ樹皮 , 皮襲り) を住居 として移動生活を送り ､ 狩猟の 獲物で ある鳥獣や魚 ､ 採集植物を
食糧に ､ 毛皮を衣料 とし ､ 什器 には シ ラカバ 樹皮を多用 ､ 移動に抹 トナカイに騎乗したり
穐 と して 用い , 河川では丸木舟や シラカバ樹皮張 りの 舟を利用した｡ 季節的に数家族が離
合集散 したが､ 基本的に 馴 ＼集団で トナカイ の餌 となる苔 などの 植生や 獲物の 棲息状況 に
応 じて任地 を変えた ｡ 社会組織で は 父系的な外婚氏族 (エ ニ セイ川流域で は <kh aln> )
が生業 ､ 狩猟儀礼 ､ 婿姻 ､ 葬儀､ 災害などの 際や孤独な老人や孤児の 救済に当 っ て
一 定 の
機能 を持 っ て い た o エ ヴ ェ ンキで は この ような氏族の 名称が古く か ら非常に多く知 られて
おり､ ソ連時代の 娃じめにも同 一 の 民族名 をもつ 人々 は起源を共通 に して い る とい う意識
を も っ て い た ほ どで あり ､ そ れ以前 に は そ の 意識は も っ と強 か っ た もの と推測 され る
[Ba c m e 耶1969:151;262-287]｡ この こ と 臥 後 にみ るように , 英雄叙事詩の婚姻の在り方
を理解する上で の ヒントになろう｡
ェ ヴ ェ ンキ の世界観 ､ 信仰や儀礼に はおお まか にシ ヤ マ ニ ズム 的な特徴 と非シ ヤ マ ニ ズ
ム的な特徴 とを区別する見方がある ｡ 後者はむ しろ古く ､ シ ヤ マ ニ ズム以前の 段階に属す
る もの と想定され ､ トウング - ス諸族全般に共通 して 認められるの に対し ､ 前者は地域 的
な特徴が多様 である とみ られて い る田ac m e耶 1969‥ 210-250; 1971】｡ 世界が上 中下の 三
界か ら成る とい う構造柱 エヴ ェ ンキだ 桝こ固有で はない が ､ エ ヴ ェ ンキで は こ の 三界が垂
直 に重な っ て い る とい う世界範 と 朋[)に ､ こ の 三 界の配列が山頂 の 水源から河 口まで の 川
を軸にす る とい うシ ヤ マ ン的な世界観がある ｡ 儀礼の なか で は獲物 を祈願する シ ンケ レヴ
ン､ イケニ プケとい う呪術的な共同体 の 儀礼や日常的にセ ヴェ キやヒ ンケンなどの 木偶に
食 べ 物 を塗布す る習俗 , 骨占い ､ 熊送り1 葬式などは シヤ マ ンが介在する ことなく行われ
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た . シヤ マ ン杖死者の霊魂を他界 へ 送る儀礼 , 病気 の治療 , 死んだ幼児 の 霊魂 を とり戻 し
た り ､ 家畜の疫病死 に際 して トナカイ の 霊魂 を天界か らも っ て く る儀礼 , 失せ もの 捜しや
占い な どを行 っ たが ､ 本質的に は シヤ マ ン柱 それぞれ所属す る氏族 全体 の 利害 に深く かか
わ っ て いた ｡ 17世紀末から ロ シア正教 の布教が進め られ ､ 部分的 にはそ の影響が儀礼や 口
東文芸などに反映 して は い るが ､ 本質的に エ ヴ ェ ンキの 精神文化 を変容さ せ る には至らな
か っ た｡
出 監監⊇_吐工
エヴ ェ ンキの 口東文芸の テキス トは古く には 1775年に Ⅰ.ゲオルギが ドイツ語で紹介した
もの がある【Geo rgi1 775: 28 8-2 95(Ba c Ⅲ e脚 1936:23-235)】｡ それ 旺パル グジ ン川流域の エ
ヴ ェ ンキの も とで採録 された説話で , ゲオルギは ｢主人公 の 名 ドロ ダイ (山の 主) とアル
サ ラン ･ バク シか ら推して ､ モ ン ゴルか らの借用 で あろ う+ として い る が ､ ｢エ ヴェ ンキ
の 間で は大変に流布 して い て ､ 彼 らはそ の歌 と語りに興 じて い る+ と述 べ て い る【Bac m eB 耶
1936:23]o
ソ連時代になる と ､ エ ヴ ェ ンキ研究 の 泰斗 G. M . 9 ァ シ レヴィ ッ チが北方諸民族大学の
エ ヴェ ンキの学生たちか らフォ - タロ アを採録しは じめ､ そ の 後､ シ ベ リ ア各地や極東に
お けるラィ - ル ドワ ー ク を通 じて資料収集を行 っ た｡ 『エ ヴェ ンキ ( トウン グ - ス) フ ォ ー
ク ロ ア 資料』 Pa c 孤 e E 肌1936]はもっ とも早い時機の資料集成で , これには 1925-1931 年に
本人が収集 した 資料 ばか-りで なく ､ それ以前に公刊 された テキス トがすべ て収められてお
り､ 重要な基礎資料とな っ て い る o そ の後 ､ 1935-1960年 の フ ィ ー ル ドワ ー クで集められ
た資料は 『エ ヴ ュ ンキ の 歴史伝東』 mac m e B m196 6]に収録 され て い る ｡ また､ M .G . ヴ ォ
ス コ ポイ ニ コ フはバイカ ル湖地域 の エ ヴェ ンキの 言語や 口 東文芸 の研究を行い ､ ロ シ ア語
で 2 つ の テ キス ト集を著 したP ∝ K O6o h o B1958: 1960]｡ こ の地 域の 説話には英雄の 名前
などにブリヤ ー トの英雄叙事詩 の影響がみられる という[M 叩 e eB a1 990:73] ｡
1960 年代末か らは言藩学着 で あり, また, エ ヴ ェ ンキ静 の 話者 で もある A.V. ロ マ ノ ー
ヴァ と A.N. ムイ レ - エ ヴァが宮津学 と白承文芸の フィ ー ル ドワ ー クと研究 に携わる ように
なっ たto 争の 成果が 『ヤク - チャエ ヴ ェ ンキの フ ォ ー クロ ア』 Po肘aB O m ⅡM h耶 eBa:1971],
『エ ヴェ ンキの 英雄叙事詩』【3 娘 皿 ; m o b, JIe6eAeぬ 199qで ある o ･また ､ アム ー ル川地域の
エ ヴ ェ ンキ の 英雄叙事 辞 の 断章 が N.Ya. ブ ラ - トヴァ に よっ て 採録 ､
Py31a T6m ,,1
'
987]
ン レに つ いて
出版され て い る
エヴ ェ シキの.口承文芸の ジ ャ ンル につ い ては, 次の ような分類があるma c 耶 e E 駅
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1969:194-201]｡
1)nim ngaka n(サハリ ンとアヤン川地域の エヴ ェ ンキでは nimka n)
- これには神話 ､ 昔
話 ､ 英雄叙事詩 , 氏族伝承 ､ 伝説が含まれる o ( 以下に改めて ､ 詳述する ｡)
2)ulgur( 字義は ｢話+)
- 大人の 日常生活で の 出来事につ い て の世間乱 すなわち､
最近の 過去に起 っ た出来事 につ い て の話で ､ タイガ地帯に伝わっ て い る ｡ ヤク
ー チャ
に住む エ ヴ ェ ンキに柱 Tygyn というヤク
ー トの 英雄につ いて の ｢オス トリヤ+ o storiya
(ロ シア語 の ｢歴史+ istoriya に 由来) がある o
3)ike n,khaga n(khan)
- 主と して ､ 舞踊の リズム をとるための即興歌 ､ 短い決ま っ
た歌詞をもつ ｡ かつ ては狩人 ･ 戦士の技競ぺ の際に即興的に歌われたが, 後には舞踊
のため とな っ た｡ こ の歌の 必要条件紘
一 定の音節数のリフ レイ ンと長母音 , 短母音に
よ っ て決まるリズムで ある ｡
da vlav lln - (モ ンゴル語か らの 借用｡ du ulal=歌唱､ duulakh=歌う)o 翻訳された歌｡
全体に エヴェ ンキ的で ない特徴を も っ て い るが ､ その 土地に固有 の内容が加味され ､
遠く にまで普及してい る｡ 例えば, オリョ クマ川地域の エヴェ ンキの ｢ヤク
- トの歌+
がオホ ー ツ ク沿岸で も歌われ, ｢ブリヤ - トの歌+ がザバイカル地方に広く凝布し､
また､
.
ロ シア人と接して い る エ ヴ ェ ンキで はチャ ス トウ
ー シ ュ カに倣 っ て歌がつ く
られて い る｡
4) eriv un - 神助霊を召集するためにシ ヤ マ ンが ｢叫ぶ+ 乱 こ とばは解釈で きなも､｡
リズム をとるために 1希に 2, 3の 音節が挿入される ｡
5)tagivka, n o n o vko
- 謎なぞ c 一 語か らなる謎なぞ と, フ レ - ズからなる謎なぞが
ある｡
6)odo- d ekit(字義は ｢守 乳)､ ngelu m u(字義は ｢恐怖+)
- 呪丸 エ ヴェ ンキは あ
らゆる呪文や禁止 を ｢悪い こ と+ という｡ これには ア) 命令形＋ odo､ イ) 条件＋
命令形､ ウ) 平叙文で結末を説明する形式がある ｡
7)ture chivke
- 格言
基 地 ゝエ
上 の 分類で 柱 1) ニ ム ンガカン と 2) ウルグルが叙事詩 の ジ ャ ンル に当る｡ 後者 はモ ン
ゴルや ブリヤ - トに同様の ジ ャ ンルが ある こ とを考えあわせ ､ また ､ そ の 説音 の内容から
推 して ､ 前者 とは起源俄 に異なる性格 をもつ もの と考 えられる ｡ これ に対 して , 前者 の ニ
ム ンガカンは類似の 名称が トウンダ ー ス ･ 満州帝系の 諸民族に
一 般 的に認められ る o すな
わち､ エ ヴ ェ ンで は ｢ニ ム カル+､ アム
ー ル ･ サ ハ リ ン地域の 諸民族で 臥 ウリチで ｢ニ
ングマ+､ オ ロ チで ｢ニ マ プ､ ニ マ ､ ニ マ イプ+､ ウイル タで ｢ニ グマ
- +､ ウデゲ で ｢ニ
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マ ンク+､ ナ - ナイで ｢ニ ング マ ン+ で あり ､ また ､ 中国東北部 の ホジ ェ ン で は ｢イ マ カ
ン+ で ある ¢ これ らの 名称 は エ ヴ ェ ンキ の ニ ム ンガカ ン (nim ngakan)と同様 に非常に多様
なジャ ンルの 説話の捻体 に当て られて い る . エ ヴ ェ ンキの そ れに 臥 1) ｢神話､ 動物昔話 ､
子供昔話､ 英雄叙事詩(geroicheskie ska -iya)､ 氏族伝承+が含められて い るPac m e Bm 1969:
198-20 1]o nim ngaka n の 語義 に 往 こ の 他 に ､ 2) ｢昔 ､ 伝統 ､ 時+ の 意があり､ ｢それは 昔
の こ とだ+ とい う場合である o さ らに ､ 3) ｢基衡をす る+I ｢シ ヤ マ ン の儀式 をする+ の 意
がある田ac耶 eB P 196: 7].
こ の ように ニ ム ンガカ ンと いう常 には い く つ か の 意味が ある が､ こ こで はそ の うちの 英
雄叙事詩につ い て注目して みよう ｡
基盤盈婁鼓芸ム_之盈史上塾生壷 英雄叙事詩は す ベ て の地域 の エ ヴ ェ ンキに涜布して い
る の で往 なく ､ 採録されて い るテ キス トは東部 ､ す なわち､ ヤク - チヤ ､ アム - ル ･ サハ
リン地域とハ バ ロフス ク地方 の エ ヴェ ンキの もの である m q'e e Ba19 90: 72]｡ 類似の 叙事詩
は ､ しばしば同 じ英雄の 名前 と とも に エ ヴ ェ ンにもみ られ ,
に入 っ て い るもの もある[Ba c m e 耶196:ll-12]｡ (地図参照)
ス の
.岩了
また ､ エ ヴ ェ ンか らユ カギル
* 比較的短いもの が1 3篇 『エ ヴ ェ ンキの 歴史伝東』 Pac 耶 e 脚1966]tこ収録されて い る ｡
原文b･19-107]とロ シア番訳b･178-260】で ､ 直接話法は韻文形式で ある｡ タイ トルは以
下の ようで ある ｡
｢コ ダクチ ョ ン+､ ｢セカタ+､ ｢3人の 乙女+､ ｢オ夕 ニ+､ ｢モキグデイン+ (語 り部
G. 加 yan ;1948年採録 ;場所 ウルミ川)
｢コ ダクチョ ン+ (蘇り部 s.sa vin;1960年採録 :場所 ウル ミ川)
｢ニ ヴォ ニ ンデ+ (希 り部N ･Arsen o v(別yan 氏族);1948年採録 ;場所 アム グン川)
｢フ ルゴチョ ン+ (語 り部A 伽do v@uta氏族);1947年採録 ;場所 ア ルゴマ川)
｢ウム ス ニ+ (誇り部 M 触 ev a(別yhl氏族);1 948年採録 ;場所 ウルミ川)
｢ウムス リコ ン+ (誇 り部s. n epalo v;1936年採録 ;場所 トウグル村)
｢ウム ン ･ ウム ス ニ コ ン+ (誇 り郵 N 洗dorQ V a;1936年採録 ;場所 チ ュ ミカン村)
｢ガルパ ニ カ ン+ (帝り部 G.q 曲ko v;1938年採録･;場所 サハ リン)
｢ガル/てス ･ マ夕 ･ ガルパヌ チ ャ ン+ (脊り部 v･D iadoro va(Mo ngo 氏族);1948年採録 ;
_ 場所ウル 引F･r)
* 『ヤク - チャエ ヴェ ンキの フ ォ - ク ロ ア』[Ro m 弧 O V aNy m v a1971]に次の 3篇がある｡
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｢孤児 ニ ュ ングルモ ク+ (語り部 E.G.Trofim o v;1 908年生､ ハ バ ロ フ ス 9.州アイム村)
｢勇者夕ム ナニ とジ ョ ロ モ ･ ジ ョ ヌイカン+ 億 り部 s_v.Tito v(fklyan氏族);1 89 0年生 ､
ハ バ ロ フスク州クル ング ･ ウリヤ フ村)
｢イル キスモ ンジャ 勇者+ (語り部 N_ G.Trofim ov(Buta氏族);1915-1971)
* 『エヴ ェ ンキの英雄叙事詩』 阿m el
'
yan o v,Le 臨de v a1990=こ次 の 2篇がある【荻原1 997]o
｢勇敢なるソダニ 勇者+ (語り部 N. G ユ
'
r o丘m o v)
｢絢償たる刺繍衣の万 能なるデヴェ ルチ ェ ン勇者+ (語り部N･ G･Trofim ov)
* こ の 他にムイ レエヴァ による と束公刊の資料が 10篇ある という｡ いずれ も 1965-87年に
A.N . ムイ レ エ ヴァ ､ A.V. ロ マ ノ - ヴ ァ を 中心 として採録されて い る . そ の語 り部は年輩
者 (60-85才) であるが ､ 最近で はフ ォ
- タ ロ ア に対する興 味が薄 れ 聴き 手が い ない た
めに語 る機会がなくな っ て い る とい う抄blPee Ba1990:77-7 8]o
孟且藍 本篇 ｢イ ルキス モ ン ジャ勇者+ の語 り部 N･G･ ト ロ フ ィ
ー モ フ (1915-1971) は
英雄叙事詩 の語 り部の最後の 一 人で あ っ た ○ 彼の 師は エ ヴェ ンキの 大民族で あるブタ氏族
の語り部たちであるが ､ こ の氏族は 17世紀の 文書では アルダン川中流域, 1 8世紀にはウ
ダ川 エ ヴェ ンキの なか に , 19世紀には プレヤ川とセ レム ジ ャ川流域 ､ サハ リ ン ､ お よぴア
ヤ ンの近くで ､ 20世紀の 50年代 にはア ルダン川支流域 ､ ウチ ュ ル川より下 の ア ルダン川
およびアヤン地区で確認されて い る ｡
トロ フ ィ ー モ フ が旺じめて ニ ム ンガカ ンを耳に した の は 1 0才 の とき , 語りは後に師 と
なるア ム ー ル エ ヴェ ンキの Sザポ ロ ッキ - (ブタ氏族) であ っ た. そ の折 の ｢イルキスモ
ンジャ 勇者+ は幾晩 にもわた っ て語られた｡ それ を 2 度目に聴い たとき ､ トロ フ ィ
ー モ フ
はお 気に入 りの 部分 を繰り返し ､ 3 度目にはザポロ ッキ
- の語 りをそ っ くりなぞる こ とが
で きた｡ 一 年後 には少年 は皆の 前でそ れを歌っ て い たo ザポロ ッキ
- か ら柱 ｢中界の トル
ガンドゥン+､ ｢勇敢なる ソダニ 勇者+ を覚えた｡ 2 人目の 師ウチ ュ ル川地域 の エ ヴ ェ ンキ
A. カレソ フ (ブタ氏族)か らは ､ ｢絢傭たる刺繍衣の 万能なるデヴ ェ ルチ ェ ン勇者+, ｢ニ ュ
ングルモ ク埴+ を習得 した｡ そ れは 1 3才 の とき で あっ た ｡ トロ フィ
ー モ フ は それを冬 の
夜に両親や ､ 当時い っ し ょ にウチ ュ ル 川上流域を移動生活 してい た親類たちに苦 っ た ｡ 14
才 になる と､ 狩猟シ ー ズンが終わ っ て からエ ヴェ ンキが集まる大きな宿督地で , 大勢の 人々
の前で歌 っ た｡
193 0年代に杜ヤク - チャで は移動生活 をして いた エ ヴ ェ ンキが狩猟組合 (アルチ ェ リ)
に統合 され る よう に なり ､ ニ ム ンガ カン を語 る機 会が
一 層増 し ､ 技に磨 きが かか っ た
【M も甲ee B a1990:80]o
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孟旦盟盈 トロ フ ィ ー モ フ の舌 で 臥 ニ ム ンガカ ンの 語り杖夜､ 仕事や 夕食 の 後に ､ 舞
り部の と こ ろか ､ 彼が客 に結っ た先 の チ ュ ム (天幕) であ っ た ｡ 藩 り部は上座 マ ル ー ( 炉
の奥 ､ 入 り口 の 向か い 側) の 毛皮の 敷物 ( クマ ラン) に座 り､ 目を閉 じて しばらく然 して
精神を集中す る｡ 聴き 手は静か にして ､ 語り部の 気が散らな い ように して い なければなら
ない ｡ 完全な静寂 の なか で寄 り 熟ま高揚 した調子で導入部を歌 い は じめ､ 次第 に誇 り の テ
ンポや声の 強さを調節 してい く｡
重昆 の ス 直接話法 は歌われ, そ の他は寄られるが ､ か つ て はそれも詠唱で あ っ
たらしい ｡ 英雄叙事詩 の語 り杖 一 人芝居で ある ｡ 優れた語 り 齢ま語 るだけでなく , 歌 ､ 身
ぶり､ 顔の表情な どす べ て の 手段を尽く して ､ 英雄 の トナカイや馬も含め各々 の登場者 (ペ
ル ソ - ナ) を表萌し､ 聴き事を説話 の世界 に引き込 む｡ 楽蕃に よる伴奏はない ｡
興 にの っ た聴き手は 間 の芋を入れ る｡ ｢テデ ー !+ (まっ たくだ!)､ ｢ティケ - ン ･ トイ+
(そうだ, そ の とお りだ !)､ ｢ エロ イ !+ ( なん だ っ て !)､ ｢ケ ッ け ッ !+ (さ あ! さ
あ!) 伽 B a1990: 81] ､ もしく は ､ ｢へ ツ ､ へ ツ+ と喫 したり､ ｢ア ユ ! エ ペイ !L+ と
無念 の 情を表 したり､ また ､ 一 方で は､ 蘇り手が歌 っ た英雄 の 直接話法が聴 き手に よ っ て
反復される こともあ っ たpa c - e- 1969:199; 斉藤 1988]o
へ の 長 い叙事詩が幾晩も歌われ ､ 番 り部が客人で ある場合 ､ 主人はトナカ
イを屠 っ てもてな さなければな らなか っ た｡ 聴き手 も他の 宿督地か ら来る とき には , 自分
の トナカイ を屠 っ て 持参 す る ｡
【M 叩 ee B a190:8 1】｡
ニ ム ン ン の
こ れ は誇 り部に対 す る最 高 の 敬意 を表 す習慣で あ っ た
1) 語りはじめ - 導入部
a) 説話で潜 られる出来事が大昔に あっ た とい うこ とが伝えられる ｡
b) 英雄が住むくにや場所 の麗明
2.) 発端
a) 不幸 (妹の掠奪) の発生
b) 英雄が世界を見たい と願望する (庸域的な閉貨の打 臥 遠隔 の部族や民族
との接触を求 める)
c) 英雄の嫁捜L)
3)
､
タライ守 ツ タズ ･
a) 敢との騒 い
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b) 未来 の花嫁の 兄弟との 騒い
4) 進展
a) 婿姻と祝宴
b) 新婚夫婦が夫の歌姫 ヘ 帰還する.
語りは じめ - 導入詳で は劫造神話が語られるが , これが叙事詩の 伝統的なフ ォ ー ミ ュ ラ
とな っ て い る ｡ 最 捌 こ3 つ の世界 (シ ビル) があっ たとい うが､ 中界 と上 界に つ い て は比
喰的に語 ら れ 中界は ｢毛皮の 敷物クマ ランほ どの 大きさで拡がり , ､ ､+､ 上界 は ｢天がシ
ラカバ樹皮の箱 の 底杜 どの 大きさで あっ た+ のが､ 次第 に増長し ､ 果 しなく大 きくな っ た
とする . また ､ ニ ム ンガカンに 娃非常 に豊富な エ ヴェ ンキの 民族誌的事実が投影さ れてお
り ､ 習俗 ､ 信仰､ 生業､ 住居 , 衣服 ､ 什器 ､ 武器な どや, 出産､ 誕生に かか わる習俗 ､ シ
ャ マ ニ ズムなどにつ いて の 詳細を見て取るこ とができる｡
真昼敗蛙盈 ニ ム ンガカ ンの文体的特徴 と して挙 げられる の は静りはじめ､ 英雄の 複雑
な名､ そ の個人的な歌い 出 し ､ 行為の誇東､ 枕詞 ､ 叙事詩的フォ
ー ミ ュ ラ､ 比喰, 頭韻､
脚韻などであるム 全体 として ､ そ の 文体は非常に豊かな創造的な ことばの世界を創出 して
い る ｡
特 に ､ 歌い 出し - ike vke につ い てみ るなら､ これに類するリフ レイ ンは英雄叙事詩だけ
の 特徴ではなく, 神話やシ ヤ マ ン の歌にも共通 してお り 【Ba c 耶 eB m1936:141- 42]､ また､
即興歌や輪舞の 歌で も 一 般的で ある ｡ 輪舞の 場合は トウンダ ー ス諸族ばか りでなく ､ 他 の 民
族 (例えば､ ヤク ー ト) で も認められる ｡ エ ヴ ェ ンキで は地域に よっ て輪舞の リフ レイ ン
が異な っ て い る【M上申e e丑a 1990:85].
英雄叙事詩で は登場者が各々 の歌 い 出し をもっ てお り､ これは直接話法の 科白の まず冒
頭で歌われ ､ そ れによっ て 歌い 手が誰であるかが明らか になる ｡ また ､ 科白の途 中に繰り
返さ れたり､ 最後にも繰 り返されて締めくく り となる場合 もある o こ の歌い 出しやリ フ レ
イ ン の文句の 意味は不祥で ある (具体例は解説 を参照)｡ ある も の は氏族名に 由来す る と
い う解釈 もあるがpac m e B m1966: 12-13], す べ て の歌 い 出しをそ れで説明で き るわけで 往
ない o ま和 いくつ かの歌い 出しはどの叙事詩で も使われて い る ｡ 例えば, 勇者の ｢ギロ
･
ギロ ､ ギロカ ニ ン!+､ ヒ ロ イ ンの ｢キメ ･ キメ ､ キメ ニ ン!+､ 地下界の ア ヴ ァ ヒの ｢ラ
ヴイ ル ･ ラヴィ ル ､ ラヴイ ル ドン !+ 按どの テキス トに も共通して認 め られ また ､ 同じ
歌い出しやリフ レイ ンが複数の登場人物によ っ て使われる例もある 伽 B a 1990:85]｡r
誇り部は各登壕人物や動物などに固有の 歌い 出し とメ ロ ディ - を声音 を変えなが ら歌 い
分け, , 地 の詩に織りまぜながら帝り進む｡
- 91 -
土 出 土⊥藍藍
出典
po M aE O B aA ･B
･ 耳 Mh甲 - aA 且:
"
軸 chlO- -6o ra=叩 L
‥
,
¢oLn bt -P ∂8 e”K O 8nKym u u:JI p.99-
3u
塵五重豊
昔々 ､ 三 つ の シ ビル の 大地が生まれた ｡ やがて ､ この 裏ん 中の大地は広大 になり､ 比ぶ
ぺ きもの がない 圧 ど美 し い くに とな っ たo あ るチ ュ ム に 二 人 の若者が暮 して い た｡ 弟は 中
の 世界の若き勇者イルキス モ ンジ ヤ ､ 兄は聾唖で ､ 鍛冶屋 の トロ ンタイで ある ｡
ある とき､ 大きな叫び声がする ｡ イルキス モ ン ジャ がチ エ ム に飛び込 む と､ 鍛冶屋 の ト
ロ ンタイが人 さ･し指を傷め､ 血が泉 の よう に逸り出て い る ○ イ ルキス モ ンジ ャ は傷の 手 当
てをして ､ 火に雄 トナカイ の脂身を捧げる｡ 鍛冶屋 の トロ ンタイは死なずに三 日間眠る｡
四日 目の 夜明けに嵐 と ともに 三羽 の鳥 が舞い 降りて きて ､ 次 の よう に歌う｡ ｢昔々 ､ ゲ
ヴァ ン翁の 娘クッ ク マチ ャ ン美女 と結婚 した勇者があ っ た ｡ 三年 の 後､ 彼は ゲヴァ ン翁 の
息子 , 鍛冶屋 の トロ ンタイを擦 っ て海 上 の 島に逃げた b 私 はク ッ ク マ チ ャ ン ､ 真ん中の妹
は グルベ タ美女､ 末の妹はセ カク美女 ｡ とうとう､ 恥 じ知 らずの盗人を見 つ けたと い うも
の ｡+ イルキス モ ンジャ は ゝ 記憶を 辿っ て ｢確か に ､ 彼女は 私の妻 だ っ た+ と思い 出し､
妻たちをもてなす ｡
三日後にクッ ク マテヤ ンは ｢息子チ ャ ギルガンに会 い たく はない か ｡ 兄は私が連れ帰る+
と言 っ て ､ 彼女は 鍛冶 屋 の トロ ンタイ と共 に白鳥 に変じて 飛立 つ ｡ イル キス モ ンジャ は銀
ヅル になっ て後を追う ｡
三 人はゲ ヴァ ン翁の 住む と ころ へ 着く ｡ 息子が出迎 える o イ ルキス モ ンジ ャ は息子が子
供ながら申し分 の ない 勇者振り で ある こと を認める ｡ イルキス モ ン ジヤ ､ トロ ンタイ ､ 息
子が食事をして い る と , にわか に荒天 になり､ 二羽 の 鳥が舞い降りる o 人間の 姿 にな っ た
一 人が ｢我 は上界 の ､ 太 陽の息子, デルゲ ルデイン+ と名乗り ､ 戸 口に恐ろ しいアヴ ァ ヒ
がい ると告 げる ｡■イルキス モ ンジ ャ が出てみる と､ 地下界 の ア ヴァ ヒ､ ホロ ン ･ デヴィ ル
と地下界の 女主人で ある そ の 姉 ､ 針金め髪 の パ パ ヤガが ､ ｢弟に は家族が必要 だ､ セカ タ
姫をもら 糾三きた+ とい う｡ これ に怒 っ たイルキスモ ンジ ャ は この女 の耳もとを拳で突き､
かくて両者姓格蹄をはじめるi 太陽 の 息子デルゲ ルデイ ンは ホロ ン ･ デヴイル と願う｡
日か ､ 三十昼夜か由6噌 つ づき ､ やがてデルゲ ルデイ ン杖 ホロ ン ･ デヴィ ルを殺す｡ ホ ロ
ン ･ デヴ)ルほ辞世で姉の ア ヴァ ヒを責める ｡
地下界の女アヴ ァ ヒ怯故滑恵手段で イルキスモ ンジ ャ を攻 め､ 帝 り果 て たイルキス モ ン
ジ ャ 壮鍛冶屋 の F臼シタイ に助けを求める ｡ 駆 せ参 じた トロ ン タイ解そ の 99 プ - ドの 樋
を振り下ろす と､ そ れは女ア ヴ ァ ヒで なく ､ イ ルキスモ ンジャ の 頭を打ち砕き､ 勇者は死
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ぬ ｡
そ こ へ 息子の チ ャギル ガンが駆けつ けて パパ ヤガに挑む ｡ 彼女杖鉄 の髪 と鉄 の 爪でチ ャ
ギル ガ ンの 肉体を苛み ､ 弔りは てた彼 は最期に鑑み ､ 太陽の 息子デルゲルデイ ンに救いを
求め る ｡ や っ て きたデルゲルデイ ン とチ ャ ギル ガンをパ パヤガ は 3 3サ
- ジ ェ ンの 髪の 毛
でがん じがらめに して海上 の島に連れ去る｡
孤島に幽閉され死 を待 っ て い る 二 人の と こ ろ へ セカク姫が鳥 とな っ て飛来 し ､ そ こ か ら
救出 して ､ ｢二 人の 留守の 間 ､ ク ッ ク マチ ャ ンに三 界に勇名を馳せ る息子が生まれた+ こ
とを告げ､ 自分た ちで帰姉するように という｡
そ の 後 ､ セ カタ姫は地下界の アヴァ ヒの 頭目, セ レル グン ･ セ ヴェ ンジ ャ に 三年も追わ
れて 疲労困優 し , 妹のダル ぺク美女に救 い を求め､ 自分は 一 本 の髪の毛 の煙に紛 れて 家に
入 る o 代わ っ てグル ベ タ美女が白い鳥 にな っ て 飛び出す と､ アヴァ ヒの 頭目娃鷲とな っ て
そ の 後 を追う ｡ チ ャギルガ ン とデルゲルデイ ンの 勇者二 人はようや く家 に辿 り つ く ｡ セ カ
タ姫はカラス に生命の 水を頼み ､ そ れで 二 人を回復させ る｡
一 方 ､ ク ッ クマ チャ ンはイルキス モ ンジ ャ の 骨を集め､ 関節をつ なぎ合わせ ､ 銅 の揺 り
か ごに入れて ､ シヤ マ ンの詞 をか けて蘇生させる ｡
ァヴァ ヒの 頭目に追われて い たダル ベ タ美女は つ い に , 力尽き､ そ の 犠牲 にな る ｡ そこ
へ 幼い チャ ギルガンが馳せ参じ､ ア ヴァ ヒと対決するが､ 力革ばず､ いよ い よ最期に臨み ,
太陽の 息子 の デルゲルデイ ンに救援 を求める ｡ 彼 もアヴァ ヒに叶わず､ 策尽 きて ､ クック
マ チ ャ ン に ｢三界に名の 聞 こえたコ コ ル ドコ ン考寄 こ して はく れまい か+ と頼むb 彼女は
幼子 の息子 を遣 る ｡ 彼はゲ ヴァ ン翁の 110プ
- ドの鋳鉄のボ ー ルを もっ て ､ アヴ ァ ヒに向
か い ､ これ を滅ぼす ｡ 太陽 の息子の デルゲルデイ ンがセ カタ姫 に求婚し ､ めで たく祝宴が
をまじま る｡
コ コ ル ドコ ン法嫁を求めて 遍歴 に出立 し､ 天上界の天 の息子デュ ギル マ ンジ ャ の 許に至
っ て ､ そ の娘イ ンモ コ ン姫 に求婚に きた こ とを告げる ｡ デ ュ ギル マ ンジ ャ は天上 界の外れ
で アルバガイカ ン姐 の 二 人の 息子が地下界か ら聞入 して きたアヴァ ヒと闘 っ てV
lる こ とを
話 し ､ コ コ ル ドコ ン と共に助太刀 に赴く ｡ デュギル マ ンジャ とア ヴァ ヒの 聞 い は続き ､ 天
地は揺ぎ ､ 大地 は荒廃す る ｡ 大地の 母霊シメムシ ン姐 は こ の両者 を罰 して ､ 地の 中に封 じ
込める o コ コ ル ドコ ンがデュ ギル マ ン ジャ の くに へ
一 人で帰る と､ イ ンモ コ ン姫が地下界
からやっ て きたア ヴァ ヒ と 一 人闘 っ て い る ｡ コ コ ル ドコ ンは代わ っ てそ の 相手を して ､ 滅
ぼす ｡
次 い で ､ またしても, 地下界か ら二 人の アヴァ ヒ､ 勇者 とパパヤガが現れ､ イ ンモ
コ ン
姫 へ 求婚する ｡ コ コ ル ドコ ンが こ の アヴァ ヒを滅 ぼす ｡ デュギル マ ンジ ャ が封 じ込められ
て いた地下から帰還 し, 雀ほ どの大きさの コ コル ドコ ンに技比べ を申し出る ｡ 後者が勝ち､
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本当 の姿 を露わす とデュ ギル マ ン ジ ャ 娃彼が真の 勇者で ある こ とに満足 し娘 との 結婚 に 同
意して ､ 祝宴にな る ｡ コ コ ル ドコ ンは晴れて ､ イ ンモ コ ン姫 を嫁 に して熔解 し､ そ こ でも
婚礼の 祝宴が催され る｡
太陽 の息子デルゲルデイ ンを父に ､ セカク姫 を母 にもつ 上 界 の フ ル コ クチ ョ ンが花嫁捜
しの 遍歴に 出か ける ｡ 天 上界に達する と ､ 人 さし指で 相手 を倒 す と い うウニ ヤ ン トウク姫
の 兄たち三人が挑ん で き て ､ 聞い になる . 三 人を倒 し ､ 最後 にウ ニ ヤ ン トユク姫を相手 に
聞い ､ 彼女 を滅 ぼすが, 瀕死の 姫を見て , フ ルコ クチ ョ ン は我 に返 り､ 女シ ヤ マ ンに救済
を懇蘇す る｡ 蘇生 した姫を嫁に帰還する と､ セカク姫が婚礼の準備をする ｡
中界 の フル コ クチョ ンが花嫁 を求めて遠征 にで る｡ 天上界に達 し , シ ヤ マ ン の アヤ クチ
ャ ン へ の求婚を告げる と , その 父親は地下界 の アヴ ァ ヒがきて娘の 兄二 人 と聞い ､ 二 人が
敗れたあと ､ 彼女がアヴ ァ ヒ と繍っ て い る とい う ｡ フ ル コ クチ ョ ン はア ヴァ ヒの 頭目アイ
グル勇者 と蹄う ｡ 闘い の場が地下界に移され , フ ル コ クチ ョ ン は窮地 に陥るが , シ ヤ マ ン
の アヤクチャ ンの 助力で ､ 鍛冶屋の トロ ンタイの槌 とや っ と こ を天上 か ら降 ろ してもらい ､
そ れで危機を脱 し ､ ア ヴァ ヒを滅ぼす ｡ フル コ クチ ョ ン とアヤクチャ ン は さらに ､ 地下界
の 中央に 達して ､ 生命の 水を自分たち 一 族の ために入手 し､ 彼女の 両親o
.
許 へ 帰り ､ 母親
の祝窟を受ける ｡
二 人 は中界 へ 帰 るが ､ アヤクチャ ンは兄の 夕ム ナル勇者の 骨を たずさえ ､ 途中で この 兄
を蘇生させ てデリス とい う名を与える ｡ 三人 は中の 世界 へ 帰還す る ｡ デリス は太陽の 息子
デルゲル デイン の 娘デル ゴクチ ョ ンに求婚する ｡ デリス は婿 として の 資格を示す難題 を見
事に こなし､ 彼女との 結婚 の祝福を受ける ｡
コ コ ル ドコ ンの 娘 ､ 申界の ソル コ クチ ョ ンは年頃になり ､ 毎夜 , 競技場 で鍛練を して い
る｡ ある時､ 天上界か ら銀ずくめの 毛ングン ドル勇者が降下 し､ コ コ ル ドコ ンに求婚する ｡
イルキス モ ンジャ の 一 族全員の い る と ころで ､ 天界から落ちて きて 競技場 に刺さ っ た矢 に
はニ 人の 生き姿が映し出されて い た ｡ かくて , 婚礼は 22昼夜におよび ､ 競技が行われ ､
中界の フ ル コ クチ ョ ン ､ 天上界の モ ン グン ドル勇者 ､ 綿衣の ソル コ クチ ョ ンに適うもの は
誰もい なかっ た. それ以来､ 我 らが真ん中の 大地は今日に いたる まで平和である ｡
梗概 (原文杖段落がない ため, 便宜的に訳者が番号と小見出しを付 した ｡)
1. エ ビ グ
昔々 , 三 つ の シビル l) の大地が生れた｡ この 大地はトナカイ の枚数圧 どの 大きさで ､ そ
こ には川床が､b9 方向に走 臥 山々 は某狐の
'
9 列に分かれた濃い毛 の よう に奪えて い た｡
垂は衰える ことがなか っ た｡ しばらくする と､ この 裏ん 中の大地 は広大になり, 巽ある鳥
は巡省こ室ができ なくなっ た｡ そ れはそれは比ぶ ベ きもの の ない 麗し nくに で あっ た｡ こ
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の くに には モ ミ ､ カラマ ツ , マ ツ ､ シ ラカバ が生え ､ 走り廻 る獣 と人々 が いた ｡ 南 の斜面
には数多 のオオジカの雄が､ 山の 森には数多の トナカイ の雄が , 大地の外れにはウサギが､
小川の 岸辺には数多の リスが動き廻 っ て いた｡
この 美 しい く にに二 本足 の ウランカイ 2)が暮 して い なかろ うはずはない ｡ こ の く に の あ
るチ ュ ム (天幕) に 二 人の若者がく ら して い た｡ トナカイも馬も犬も友 もなく ､ た っ た二
人だけで暮して い た｡ 何 を食 べ て い たか と言えば, 弟は俊足 の勇者だ っ たの で , 四 つ 足の
獣は何 一 つ 逃 さなか っ た ｡ これ こそ ､ 真ん 中の世界で 誉れ高い ､ そ の 名 もイルキス モ ンジ
ャ ､ 若き勇者で ある ｡ 年上 の 杜 う 臥 家か ら 一 歩も外へ 出た こ とがなく ､ 右手に 77 プ
-
ドの植 ､ 左手に 33プ
- ド 3) の や っ とこを持つ者 ､ その 名は 3 才に してや っ とこ ､ 4 才に し
て樋 を もの に した鍛冶屋 の トロ ンタイ ｡ ある朝､ イ ルキス モ ンジ ャが トナカイ の皮剥ぎを
して い る と､ 大きな叫び声がす る ｡ チ ュ ムで 鍛冶屋の トロ ンタイが人さ し指を傷め､ 血が
泉の ように淀 り出て いる ｡ イルキスモ ンジャ は ｢デイ ングドニ ･ デイ ングドニ ､ デレゴイ!
鍛冶屋 の トロ ンタイ , 兄よ ､ どう した ｡ 昔の 賢人は 『鍛冶屋は間近を打たぬ もの』 と言っ
た｡ 何か目に見えな い アヴァ ヒがあなたを過たせ ､ 私か ら良き友を亡くそう と して か ｡ あ
なた は 年寄りだが , 久しく炉に敬うぺ き獣の 脂を捧げて はおらぬ ｡ もしや して ､ そ れ故に
過たれたのか+ と言っ て ､ トナカイ の 肉をとりに天幕の敷居を蹴っ て 出た｡
鍛冶屋の トロ ンタイの 血は敷居を越え､ 川 の ように流れた o イル キスモ ンジ ャ は雄 トナ
カイ の 脂肪を四切れ切り と っ て ､ 炉の 火をもて なし , トロ ンタイ の指 を雄 トナカイ の 真皮
で縛 っ た｡ こう して鍛冶屋 の トロ ンタイは死なずに三日間眠 っ た｡
2. イルキスモ ンジャ 勇者の巻
四 日目の夜明け ､ 四方から風が吹き､ 黒雲が湧き起り､ 白雲現れ, あ っ という間に強風
が吹き荒れ ､ 雷鳴 と稲妻が走っ て 天を轟カ1し､ 地 を鳴動した｡ 稲妻は真にチ ュ ム を木 っ 端
微塵 にせ んとし､ 豪雨が降り注ぎ､ 雪が しん しん と降りしきっ た勺 風雨が止んだ とき､
羽の 鳥がカ ツ コ ウの ように尾をふりながら舞い 降り､ その うちの
- 羽が言 っ た｡
｢キ ドゥ ･ キ ドゥ､ キ ドゥヤル!中界のイルキスモ ンジャ よ, 扉をあけて ､ 聞けよか し｡
『妾がどこの 生れか』 と問うなら, 昔々 ､ ゲヴァ ン翁の 娘クック マチャ ン と結挿 した勇者
(マ タ) があっ た ｡ 三年連れ添 っ たが ､ そ の 勇者杖ゲヴァ ン翁の 息子 ､ 鍛冶屋 の トロ ンタ
ィ を揮っ て 海上 の 島へ 逃げた ｡ 私の名はク ックマ チャ ン, 真ん中の妹杖 グル ベタ姫 , 末の
妹はセカク姫｡ 中界の イルキス モ ンジャ よ, 何が為っ た とい うの か ｡ お前さんの 声柱三
つ
の シ ビルの地 の 隅々 に響き､ とうとう､ 恥知らずの 盗人を見つ けたというもの ｡ さ あ､ 遠
くからや っ て きた私たちに何かを食 べ させておくれ｡+
クッ ク マチ ャ ンは ｢キ ドゥ
･ キドゥ, キ ドゥヤル ! 妹たちよ､ す ぐさま家に帰り､ 息
-
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予 に 『父親 を見 つ けた｡ 中界の イルキス モ ンジャ を . 三 日後に母 と帰る』 と伝 えよ+ と い
う｡ 妹たち は 三度回 っ て 白い鳥 とな り､ 飛び去 っ た｡ 三 日後 にク ッ ク マ チ ャ ン は夫 と兄 に
向か っ て草げる ｡ ｢息子 に会 い た く はな い か ｡ 名を何 と呼び ､ 何の 誉れ ある着か ､｢知 りた
くは ない か ｡ 両耳持つ 者 の うちで も っ とも敏感 ､ 両日を持 つ 者 の うちで も っ と も桐限なる
者､ トゴ コ モ ･ チ ャギルガン とは彼の 名なり｡+
クッ ク マチャ ン は外 ヘ 出て , 三 回巡 っ て 白鳥にな っ て飛び上 がる ｡ ト ロ ンタイは三 回廻
つ てツ ルに化し､ 片方の 爪足に 77プ - ドの樋 を､ もう 一 方 に 33 プ - ドの や っ とこ を掴ん
で飛び立 つ o,イ ルキス モ ンジ ャ は 3回 廻 っ て銀 ヅル になり後を追う o 三羽 は第八天の 端 ,
第九天の下 に達 した ｡ どれ ほ ど飛ん だこ とか ､ 夏旺雨で ､ 秋 は寮 で ､ 冬は雪 で ､ 春は わた
雪でそれ と知 っ た｡
ゲ ヴァ ン翁 の 住むと ころ へ 近づ い た o イルキス モ ンジ ャ がシ ラカバ の 林 と思 っ たの は ,
白い去勢トナカイ の群､ サ ルヤナギの 茂み と思 っ たもの は生まれたばか りの トナカイ の 瓢
石 と思 っ たもの は雌牛 の群 ､ 切株は馬の 群だっ た｡ 彼らは 降り立 っ て 人の 姿に なり､ 16 面
体 の木造りの 家 に着い た ｡ イル キス モ ンジ ャ は告げる ｡ ｢デイン グ ドニ ･ デイ ング ドニ ､
デレゴイ!ゲヴァ ン翁の 娘たちよ- 扉 を開けよ､ 我は中界のイ ルキス モ ンジ ヤ ｡+ すると ､
家の 中か ら､ 強 きマ タの 声が響く ｡ ｢ゴル デイ ル ･ ゴル デイ ル , ゴ ルデイル モイ ! 口を開
い たあの 方は何者ぞ｡ 彼 の 人の胸は何 と大 きい ことか に れほ どの 大声を私 は夢で も聞い
たこ とがない ｡ 私を行か せてください ｡+
息子は 出て きて ､ 父と叔父を迎える ｡ イル キス モ ン ジ ャ は息子を 眺め､ 真の 勇者振 り を
認める ｡ そ の 間に女たち は三頭 の 肥 っ た牡牛を屠り , 煮て卓 に置 いた｡ 息子は幼児なが ら
黒い 肉は黒 エ ゾヤ マ ドリ の大 きさを 口 に入れ , 黒 ライチ ョ ウの大きさ になる と春込 み ､ 脂
肪はウサギほ どの大 きさ の もの を口 に入れ ､ シ ャ コ の大 きさにな る と春込 み ､ 海綿状の 骨
は肉と食らい ､ 脚の 骨は 口の 端で折り, 煮汁は 77プ - ドの鍋から飲み干した.
3. 太陽の息子デルゲルデイン勇者の 巻
三人が食事を して い る と､ 突如 として黒雲 , 白雲 ､ 赤寒が湧き､ たちまち荒天 になる と､
やがて ､ 戸 口にニ 羽の鳥が騒々 しく舞い降 り､ 人間になる と､ ∵ 人が言う｡ ｢ギネ ･ ギネ ､
ギネカニ ンを我は天上界 の 住人､ 優れたる氏族の ､ 誉れある マ 夕 ､ 銀装束の 勇者､ 太陽 の
草子 , 名をデルゲ ルデイン と香う ｡ 何用 で来たか と問わら ば､ 『汝 の 大 い なる 誉れ と高き
名の故 に希 っ てき たの だが ､ 戸 口に い る隻臥 隻手 ､ 隻脚 の 夢に も現 にも聞い た こ とも見
たこともない ､ 人間なの か ､ アヴァ ヒなのかが恐ろしい ｡+
それを聞くと ､ イル キスモ ンジ ャ は外 ヘ 出る .･ 一 目見 るなり､ イ ルキス モ ン ジャ は怒 り
が全身にみ なぎる ｡ F何者か ｡j ｢デヴィ ル ー デヴィ ル ､ デヴィ リエ ､ 我は地下界のア ヴァ
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ヒ 4) の頭目､ 我 はわが意志 にあらず ､ 姉の 力づく で連れ来 られた ｡ 汝の 義妹のセ カタ姫 を
求め にき た｡ 我が名はホ ロ ン ･ デヴィ ル ､ 姉 の 名は 3 3サ ー ジ ュ ンの針金の 髪を もつ 地下
界の ア ヴァ ヒの 女主人 パパ ヤガ｡+ 姉 が鉄の櫛 で針金の 髪を琉い て , 言う｡ ｢ラヴイ ル
･ ラ
ヴイ ル ､ ラヴイ ル ドン!弟には家族が必要だ｡ セカク姫を嫁 にも らい にきた ｡+
｢デイ ングドニ ･ デイ ン グドニ ､ デレゴイ !地下界 の ア ヴァ ヒの女主人 よ ､ い つ か らそ
の ように尊大 にな っ たか ｡ アヴ ァ ヒが中界の 娘 と結婿 して 子をな し, 家畜 を飼 っ たなどと
いう話を聞い た試 しがあろうか o 私 の血が流れ ､ 硬 い 骨が 折れ､ 厚い 皮膚が裂 けて 死ぬ ま
で は ､ お となしく渡 しは しない ､ お前 の身体が壊れ､ 鉄の 骨が錦ぴない うち に､ さ っ さと
失せ ろ ｡+ そ う言 うと ､ イル キス モ ンジ ャは女 の 耳元 を拳 で突い た｡ 女は 三回転がる と ､
格闘がは じま っ た｡ 枯れ木技木 っ 端微塵 ､ 生木の 皮や枝は裂け､ 小山は均されて平になり､
窪みは足で崩れ､ 氷の 融けかか っ た地面には腰まで 埋ずま り､ 堅い地面には膝まで沈ん で
打ち合 っ た ｡ 殴りあう昔は天に こだま し､ 蹴りあう音 は地に響い た｡
そ の 間にホ ロ ン ･ デヴイ ル は太陽の息子デルゲルデイン を煽動し ､ 両者は 削 1をは じめ
る ｡ 四 人の 勇者が 削 1合 い , と もに互角で あ っ た が､ やが てホ ロ ン
･ デヴイル杖帝り ､ 意
識膜臆となるや , デルゲルデイ ンは彼を担ぎあげ7尋向こ うヘ 投げ飛ばし､ 刃渡り 4 指尺
のナイ フでその 頚をきる ｡ ア ヴァ ヒが辞世を言わずに死ねようか o ｢デヴイル ･ デヴイル､
デヴイリ エ !くに に在る とき ､ 誰か私 に勝て る者があろ う とは思わなか っ たが ､ 我よ り強
き者が こ こ に在 る ｡ だが ､ 呑む べ き罪ある は我が 軌 我 は妹と宕婿 しよ うとしたが ､ 姉が
無理矢理 こ こ へ 私 を誘 っ たの だd 彼女を我と同じ運命に遭わ せよ c+
太陽 の 息子が家 へ 戻る と､ 内でチ ャギルガンがセカタ姫 の押 し止めようとす る辛か ら も
がき逃れよう とす る様子｡ セ カタ姫が言う｡ ｢キモ ･ キモ , キモ ニ ン ! お前 の 父､ 中界の
イ ルキスモ ンジャ は強く手強 い ｡ 負 けたり柱 しない ｡ 上界 の勇者 ､ 太陽の息子 の デルゲル
デイ ン は と っ くにホロ ン ･ デヴイルを殺 した ｡ 何の 心配す るこ とがあろ うや ｡ お前は まだ
幼い ｡ いずれ闘う ときが来よう ｡+
そ の とき ､ イ ルキスモ ン ジャ とア ヴァ ヒ の女頭目パパ ヤガの匝恥1は丸1年にな っ た｡ パ
パヤガの 聞い 振りは卑怯で狭滑で あっ た ｡ イルキスモ ンジ ャ の広い背 中が狭まり､ 長い 思
考は締まり ､ 死期が迫 っ た ｡ そ の と き , イルキスモ ンジ ャ の詞 が家に入 ろう とするデルゲ
ルデイ ン勇者 に風で運ばれて きた｡ ｢デイ ング ドニ ･ デイ ングドニ ､ デレゴイ !嘆か わ し
きこ と､ 我が不運よ ､ 息 をする の も苦しい ｡ パ パヤガは毅智も て我に この世 を棄て させよ
う としてIゝる ｡ 鍛冶屋の トロ ンタイよ､ お前 は耳は聞 こえず､･口もきけないが , よく聴 い
て ､ 助けにきてくれ｡+
鍛冶屋の トロ ンタイは聞こえたの か ､ 察したの か , 凱 叫 び声 をあげ､ 77プ
- ドの 樋を
っ かんで ､ 闘う着たちの とこ ろ ヘ きた｡ そ の礎を振りかぎ して, パパヤガに打ち下 したが ､
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彼女がそ れを反 ら したの で ､ 掛まイ ルキス モ ンジ ャ の 頭を打砕 いた ｡ それから､ 鍛冶屋 の
トロ ンタイはパ パ ヤガ と格尉を は じめ た｡ こ の とき , 眼に火 をもつ チ ャ ギルガ ンが八重 の
鍵 のかか っ た扉を蹴や ぶ っ て外へ 飛びだ した ○ 外で は父はすで に死ん で い た｡
｢ゴ ルデイ ル ･ ゴル デイル ､ ゴル デイル モイ !鍛冶屋 の トロ ンタイ ､ 我 が叔父よ ､ 我は
イル キス モ ンジ ャ の息子 ､ 眼に火を もつ チャ ギルガ ン ｡ パ パヤガ と我が運 を試そうo 赤 い
サルヤナギもて ､ 互 い の 背骨を打 ち合お う｡ 何の 脊ゆえ に奴 女は 中界 のイ ルキスモ ン ジ ャ
を辱めたか o+ 若き勇者 は パパ ヤガ と拳固で 騒い ､ そ の昔 は 天 を轟か せ ､ 足音は地 に こだ
ま した｡ パパ ヤガ は 3 3尋の 針金 の髪で チ ャ ギルガ ンの 両手 ､ 両足 をか らめ､ 鉄の 爪で そ
の健やかな肉体を苛む ｡ 若き勇者 は奉り､ 敗 北の ときがく る . チ ャ ギル ガンは デルゲ ルデ
イ ンに詞を送るo ｢ゴ ルデイル ･ ゴルデイル ー ゴルデイルモイ!天 界の勇者､ 太陽の息子 ､
デルゲルデイ ン ､ パ パヤガは強者には あらね ど, 安滑なり○ とく来て ､ 助けた まえ｡ ニ 人
して 聞串う o 33尋の 髪 の毛は禍 もの なり ｡ 手足に触れるや ､ 身体に食 い込む ｡ とく来て ､
我が魂を助けたまえ o+
デルゲルデイン はや っ て くる と二 パ パヤガ に 一 撃をく らわす ｡ パ パヤガは 三回転がづ た
か, 臆する気色も見せず､ 二 人を相手 に願うが､ やがて ､ 彼ら二 人 を 33尋 の髪 の 毛でが
ん じが らめ にす る と ､ 日没 の 方角 へ 引きず っ て い くム ｢ラヴィ ル ･ ラ ヴィ ル ､ ラヴィ ル ド
ン!中界のイ ルキスモ ンジ ャ を父に ､ ク ッ ク マ チャ ン美女を母 に もつ チ ャ ギルガン よ , 忠
前は まだ子供 , く にがまだ近い うちに帰 るがよい , 今帰らねば ､ 堪え難き苦痛に遭おう､
た とえ､ 生 きて い る に し ろ ､ 二 度 とく にに は戻れぬと ころ へ お前 を投棄て る ｡ 太陽の 息子
よ , 妾と東うならくるがよい ｡ 妾の 靴の敷革を乾かし, 水汲みや薪割りをや っ てもらおう o
妾は予め話 した｡ 行くのはお前たちの 勝手だ｡+
それを聞<と, 我らが勇者は 一 層憤り, 怯む こ となくパパヤガを追 っ た｡ 三月か三年か ,
パ パヤガが如何に彼 らを連れ去っ たか は定かでな い ｡ ｢大地 を行く+ と言 え ども, 佳は地
に つ かず､ ｢空 を飛ぶ+ と い え ども ､ 実 はな い ｡ が ､ 速やか に ､ 巧妙 に パ パヤガは彼 らを
連れ去っ た｡
気がつ くと , 海上 の 島に い る ｡ 互 い に眺 めやる と , 衣 はす っ かり被 机 身体 には生きた
個所なく､J手袋や帽子 の わずかな破片が残る の み ｡ 二 人は 一 所 で じっ と死を待つ ことを潔
し とせず ､ せ めて 少 しでもと働 り道をたどる が､ やがて 険 しい崖 に阻まれ ､ そ こで 目を閉
t3てい る｡ ･
■
する と･､ 幽か に上方から声がする｡
F■キモ ･ キモ ､ キモ ニ ン !何 と遠い ととか ､ もしや して ､ パ パヤガが我が哀れな 軌 眼
に火 をもつ チャ ギル ガン の 爪 一 つ で も海 の岩 に投げ捨て ておい て くれれ ば､ ､ ､ せめて 骨な
りやも見つ かるもの なら､ ±人を こ の ア ヴァ ヒの 地 に棄て おきはしない もの を｡+ それを
聞<と､ チ ャギルガン杜言 っ-た｡ ｢ゴルデイル ･ ゴルデイル ､ ゴルデイ ルモイ!我が叔母 ､
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ゲヴァ ン翁 の娘 ､ セ カタ姫､ 我々 には骨 と皮 と息 しか の こ っ て 往い ない ｡ 敵を殺 して い た
なら, 死ぬ ことは嘆かわ しく はない もの を｡+ セ カタ姫は何度か 回転して 人の姿になり , 7 7
尋 の 絹の 髪の 毛 に二 つ の 赤い 卵を態び つ けて ､ 降ろす ｡ ｢キモ ･ キモ ､
､ キモ ニ ン! この 卵
を食 べ て ､ 私の 髪 の 先に つ かまりなさ い ｡+ 二 人が卵 を食 べ る と ､ 萩野が少 し明るみ ､ 背
は幽か に広 がり ､ 意識が鮮明にな っ た｡ 二 人が乙女の 髪の 毛を三 回躯に巻つ ける と ､ セ カ
タ姫は彼 らを崖の 上 に引き上 げたo
｢キモ ･ キ モ ､ キモ ニ ン!くに まで壮遠い ｡ 地 を跳ねる四 つ 足の 獣柱三 回 生まれ替わ っ
て ようやく 辿りつ き､ 翼 ある鳥杜 三回卵 を解 して行 き着く ｡ 三年 はか か る ｡ 私は髪 を半分
切 っ て残そうo それで投げ縄を編んで獣を捕え､ 食糧として 帰るがよい o 私は急いで帰る .
汝らの留守にクッ ク マ チャ ンに男の子が生まれた ｡ そ の 名は シビルの 三界に聞 こえ てい る ｡
地下界ではセ ンゴクチョ ン､ 中界で は生まれて 手袋にく る まれた コ コ ル ドコ ン､ 上界 では
勇者の 鳥に乗れ る メ ングノ ニ コ ン勇 乳 + 乙女は数回まわる と､ ライチ ョ ウに変じて ､ 羽
音 も高く飛び去る ｡
4. セカク姫 の巻
デルゲルデイ ン勇者 とチ ャギル ガ ン勇者の 二 人は小さな獣を投げ縄で摘 まえて 壮食 べ ,
歩 い て進む ｡ 途中, どこか らか 声がする ｡ ｢キ モ ･ キモ ､ キモ ニ ン!地下界 の ア ヴァ ヒ の
頭 ､ 並み外れた勇者 ､ 四 面の セ レルグン ･ セ ヴ ェ エ ンジャ が妾を追い か けて三年 にな らん
とす ｡ わが甥の 筋肉は い まだ固まらず､ 達 しくな っ て い ない ｡ 姉よ ､ 男たちが来て くれる
ま で ア ヴァ ヒ の頭 をせ めて 一 年だけで も遠ぎけて もらえまい か｡+ セカク姫 は髪の 毛 を数
本抜 いて 16面体の 木造 の家の煙突に投げ込み ､ 立ち上 る煙 に紛れて家にはル､る o 妹の グ
ル ベタ美女が迎え出る と, 幾度か 回転 して 白鳥と化す ｡ アヴァヒ の頭目は鷲とな っ て 白鳥
を追い かける o
二 人の 勇者 は家に帰着す る ｡ ｢ゴルデイル ･ ゴルデイ ル ､ ゴルデイルモイ !我 ら帰 りた
りo 勇者の食事と勇者の衣を整えてくださ い ｡+ セカク姫壮士人を迎え, 333頭 の トナカイ
か ら 2 頭 を選りす ぐり､ 屠 っ て食事の 用意をするが､ 勇者は衰弱 しすぎて ､ 食 べ 得ない ｡
セカク姫 はある とき1羽 の カラス に ｢行っ て 生命の 水をもっ て きてお く れ+ と頼む｡ カラ
ス 揺 ｢カルデイム ･ カルデイム ､ カルデイム コ イ 卜わしは生命の 水の ある とこ ろ を知 っ て
い る ｡ とて も遠い と ころだ ｡ 最上等の 去勢トナカイ 3 3頭を くれるなら､ 持 っ て きて進ぜ
よう+ と言 っ そ, 日没 の方角 ヘ 向か っ た｡ やが て , カ ラス爺さんが戻り, ｢カ ルデイム
･
カルデイム ､ カルデイム コイ ト痩せ嚢えた人を蘇らせる白い卵と病める 関節を治す青い 卵
と力を回復きせ る示しl卵をもっ て きた ｡ 身体 に塗 り ､ 飲ませて蘇生させ るがよい ｡ わ しほ
ひ どく腹が へ つ た｡ 急 いで ､ 旨い トナカイを屠 っ ておくれ ｡+ セカク姫旺トナカイを屠り､
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その 内戚 を投げ与えたB 卵で勇者を治 した o 二 人は日 に日に回 復 し､ 以前よりも立派な姿
になっ た B 5)
ク ッ クマテ ヤ ンは吾が友 と呼ぶ ベ き 中界の イルキス モ ンジャ を思 い 出し ､ そ の骨を集め ､
関節 に関節 をつ ない で ､ 鍛冶屋 の トロ ンタイが つ く っ た銅 の 揺 りか ごに 入 れ ､ 赤 い生命 の
水を塗 っ て ､ 骨をし っ か り と縛り ､ そ の揺 りか ごを膝 に抱え ､ 揺 らしながら､ 唱え た｡ ｢キ
ドゥ ･ キ ドゥ､ キ ドゥヤル ! 中界の 勇者イ ルキスモ ンジ ヤ ､ 吾が友 よ, 吾が言う こ とを聴
か れよ｡ 吾 は汝 の友ク ッ クマ テヤ ン ｡ か つ て吾 は健 やか なカ ラ マ ツ の梢 か ら根元 まで重 き
詞で呪え しが , 樹 は枯れ死ん だ｡ そ の 枯れ木 を根元 か ら梢まで書 き詞 で寿 げば､ 樹は廷り
て緑の カラ マ ツ となりき ｡ 黄色くなりし草を寿 げば廷りて 生き生き とした 草 となりき ｡ 生
きた草を呪えば､ 枯れぬ ｡ かく の如く に汝 も死 にた り｡ 廷 りの とき は来たり ｡ 汝 , 眠 っ て
あるなら､ 起きる ベ し｡ バ ユ ､ バ ユ , バ ユ ー シ ュ キ ｡ 吾が魔法の 詞が真 の 力ある もの なら
ば, 人となれよ｡ 廷るも のなら､ とく蘇れ ｡ 汝には廷りを, 吾 に は祝福 を ｡+ そう言うと ､
銅の 揺りか ごが三 回転が っ て ､ 三つ に割れる ように床 に投 げた ｡ イルキ スモ ンジ ャ は 自ら
起ち上がり､ これまで の ように妻 と息子 に接吻をした｡ )`
ア ヴァ ヒの 頭目に追われ て い たダル ペ ク美女は力弱り ､ こう告 げる ｡ ｢エ ヴ ェ ル ･ エ ヴ
エ ル ､ エ ヴ ェ リエ !ゲヴ ァ ン翁 の 娘たち､ 姉と妹よ ､ 吾が 軌 限に光 も つ チ ャ ギルガ ン ,
上界の勇者デルゲ ルデイン ､ 妾はようよう帰 っ て きたが､ 最期の ときがきた｡ セ レルグン ･
セ ヴ ェ エ ンジャ が追 い つ き ､ 今 に も妾を殺 そう と して い る ｡ 永久 に さ らば｡+ 乙女は 人 の
姿になっ て周囲の 長 さがキャ ン プを三回移動する は どの広 い銅 の 野に出 る ｡ 数回転 して エ
ゾイタチ になり､ 穴 を撮 っ て ､ そ こ へ入る ｡ ア ヴァ ヒの頭は人間の姿で そ こ ヘ 追 っ て 入る｡
ダル ぺク美女は穴からで る と ､ 人間になり､ アヴァ ヒと闘う｡ 彼はダルベ タ美女 を捕まえ､
投げる と彼女 は三 つ に裂 ける ｡ ア ヴァ ヒはそれを喰らい は じめる ｡ そ こ へ チ ャ ギルガ ンが
馳せ寄り, 名乗りを挙げて ､ 言う｡
｢ゴ ルデイ ル ･ ゴル デイ ル ､ ゴルデイルモ イ!我 は汝 の 脊髄 を人 さし指で抜 き出 し､ 汝
の銑の 骨を海の石 の 上 に投 げ散らし､ 氷の 山で汝 の 鋳鉄づくり の頭で ボ ー ル遊びをし､ 汝
の血 を天 の 虹 に向けて 飛び散らせ ､ もう 一 色増やす こ とに しよう ｡+ ア ヴ ァ ヒ の息子 は聞
こえる様子もなく､ 乙女を喰い つ づける｡ チャ ギルガンが 一 発くらわす と ､ 彼は言う｡ ｢ケ
ンゲル ドニ ン ･ ケンゲル ドニ ン!我は地下界の 唯 一 の 王､ ウルス の頭 ､ 四面の セ レルグン ･
ヤヴェ エ ン ジ ャ 王だ ｡ 汝 の 叔母 の セカ ク姫を嫁 に もらい にき た ｡+ チ ャ ギル ガン とア ヴァ
ヒの 息子 は梅園 をは じめ ､ 拳固で打 ち合う . チ ャ ギ ルガ ンは力弱 り, こう唱え る Q rゴル
デイ)V･･ ゴルデイル ､ ゴルデイル モイ !上界 の太陽の息子 よ､ 聞い て くれ, 死 の ときがき
た｡ 疾くきて助けて くれ ｡+ デルゲル デイ ン勇者は馳 せ参 じ､ 三 つ どもえの陸恥1になる ｡ 9
昼夜休みなく騒う ｡ デルゲ ルデイ ンは弱り､ 唱える ｡ ｢ギネ ･ ギネ , ギネカ ニ ン!今 とな っ
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て は助けを求める相手がい ない ｡ ク ッ ク マテ ヤ ン ､ 三 界に名の 聞 こえた 息子を よこ して 披
くれま いか ｡ アヴ ァヒはま ともに掃う こ との でき る相手ではない ｡+
クッ クマ チャ ンは幼 い子供を遣 っ た｡ 見れば､ 手袋ほどの 大きさ の子供が近づいて きて ､
呼ばわ る｡ ｢キン ッ ギル ･ キ ンッ ギル ､ キン ッ ギル モ イ !眼に火 を もつ チ ャ ギルガ ン､ 兄
よ, 我は三 つ の シ ビル の 地に完全な名を もつ 者､ 地下界で は鋭敏なセ レル グン
･ セ ン ゴク
チ ョ ン勇者 ､ 中界で は コ コ ル ドコ ン､ 上界では勇者 の鳥 に乗れる メ ングノ ニ コ ン ｡ 貴方が
た､ 太陽の 息子デルゲル デイ ンよ ､ 背はお高 いが ､ お 知恵 は足 らぬ ｡ 頭の 中の 脳みそ 杖流
れ るほ ど軟らかそ うだ. どこ か らも傷つ きそ うの なVl鋳鉄 の 勇者をどう して素手で打 ち負
かそ う とい うの か｡ 何の た めに頭を危険に曝 し､ 徒 に身体 と血 を捧げた の か｡ セカタ拒 ､
叔母よ ､ ゲヴァ ン 翁の 110プ
ー ドの鋳鉄の ボ - ルをく ださい ｡ まずは ､ アヴァ ヒとボ ー ル
遊びを しようo+
セカク姫が父の 1 10プ - ドの 鋳鉄の ボ
ー ルを捜しだす . コ コ ル ドコ ンは自分より も大き
なそ の ボ ー ル を 聞い の野 に 一 投げする と, アヴァ ヒの 息子はそれ を噸笑 い ､ ｢セカタ姫と
結婚して , 地上の 炉を破壊 し, 灰を吹き散らせる+ とい う｡ コ コ ル ドコ ンはアヴァ ヒに
｢ボ
- ル を 口で 受け止めろ+ と い う｡ ア ヴァ ヒが飛んで きたボ
ー ル を 口 で受け止める と､ 3尋
も後 ろ にの めくり , 腰を つ き､ 鉄の 歯は錆びたつ る 性 しの ごとく に砕け､ 上歯 は春込み ,
･
下 の 歯は吐出した ｡ 次に､ アヴァ ヒがボ
ー ル を投げる と､ コ コル ドコ ンは両手で とる ｡ r今
度は我 の ように両手で とれ o+ コ コ ル ドコ ンが前よりも強く投げる と ､ ア ヴ ァ ヒは両手で
受け止めたが, ボ ー ルは辛か ら落ちて 肝臓にぶつ か り , そ れ を二 つ に裂い た ｡ ア ヴァ ヒは
肝臓 を げっ ぷで 吐出 し､ 一 つ は 噛ん で呑込み ､
一 つ は吐出した｡ ｢ケンゲル ドニ ン ･ ケン
ゲル ドニ ン !今度は素手で格闘 しよう.+ コ コ ル ドコ ン旺鋼 の鎧を着て ､ 突進 し､ 相手に
殴りかか る ｡ ア ヴァ ヒが打 っ て もコ コ ル ドコ ンに当らない ｡ 彼 馴 ､さ いが､ すぱ っ し こい ｡
ァ ヴァ ヒの 息子は ｢これまで に 99人の勇者を殺したo 汝は 1(由 人目だが ､ 汝は私よりも
強い+ と辞世を言う｡ コ コ ル ドコ ンは アヴァ ヒの遺体を分断して ､ 四方八方に投捨て る｡
そ れか ら､ 家に向か っ て 一 部始終を宣ぺ ､ r勇者 の 衣と食事を用意 して くださ い o アヴァ
ヒの 頭に勝 っ た祝宴をやろう+ という ｡
太 陽の息子デルゲルデイ ン勇者がセ カク姫に求姫 し ､ 承諾 される ｡ 盛大な婚礼 の 祝宴が
はじまる ｡ お しや ベ り, 物語り, 遊技がつづき, やがて ､ 宴壮終わり ､ 客は去 っ た o
5. コ コ ルドコ ン勇者の巻
三 日後の 朝 ､ コ コ ル ドコ ンがセカタ姫に告げる ｡ ｢キ ン ツ ギル ､ キ ン ツギル ､ キ ン ッ ギ
ルモイ!私はこれ以上は雄 れ くはならない 8 遍歴に出ようと思う o 何の ため
か と言 えば､
友の デルゲルデイ ンは貴方と結婚した ､ 地上 の あらゆる生き物枝番 っ て い る ｡ 私 は
一 年 目
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柱私 に縫い 物を して く れ , 二 年目は主婦 となり, 三年目は私 の運命とな っ て くれる ような
女友だちを どこで見 つ けた らよ い か . 貴方桔 三年遍歴 した｡ もしや して ､ どこか で見か け
なか っ たか ｡ 遠路は厭わ な い ｡
.
+ セ カタ姫は 答えて い う｡ ｢キモ ､ キ モ ､ キモ ニ ン! 一 人の
娘 を知っ て い る ｡ 遠い と ころ に上 界に 生まれ た男 ､ 需の 空 の 息子 の ジ ュ ギル マ ンジ ャ 勇者
がい る ｡ 彼披 い か に強剛な勇者で あ っ て も負か す ことがで きない ｡ まだ ､ 汝が手袋 の韓 に
い た こ ろ ､ こ の 男には針 に化 して ､ 母親の 針入れ に隠した娘がい る ｡ こ の娘だ けが汝に相
応 しい o もし､ 汝が試練 に耐え て ､ そ の父親の気 に入れ ばよく して く れよう . も し､ そ う
でなければ､ 父親は汝 に辛く当ろうo そう心得て出か けるがよい o+
コ コ ル ドコ ンは 三度回転 して 白 い 鳥に なり､ 上 へ 上 っ た ｡ ｢キン ッ ギル ･ キン ッ ギル ､
キン ッ ギル モイ ! しか と は分か らぬ が , 三年 したら戻 っ て こ よう ｡ そ の 間に何か異変 が あ
らば､ どうか ､ 風 の便りに の せて欲 しい ｡ どこ にい よう とも､ 助 けに戻 る+ と別れ を宣 べ
る o 叔母の セ カタ姫は告 げる ｡.｢キモ ･ キモ ､ キモ ニ ン!汝 の行かん とす るく に は翼ある
もの 壮三回雄を解 し､ 四 本足の 獣は九回仔 を産んでから辿 りつ く o 汝 ､ そ の姿で行か ば ､
彼 の父の気 に入る まい ｡ 必ず, 何かに変 じて行くがよい ｡ 汝 ら , もし､ 互 い に気に入らず､
聞い になれば､ こ の シ ビル の 三 つ の 世界には何も残 るま い ｡ 広 き 背が狭 まり, 長い知恵が
短くな っ たら, 魔術の詞 を風 にの せて運ばせよ｡ 汝が何 を言おうと､ 妾には聞こえよう｡+
コ コ ル ドコ ン は 白鳥 にな っ て 八 つ の 雲 の 間を抜 け､ 九 つ 目 の書 の下 を飛 んで い っ た｡
数多のく にを横切り , 異郷 を見 た｡ こ うして どうやら上天 の天辺 に着 い た｡ 途中､ 眼下 に
は海だけ､ 頭上 に は星空 だけしか 見えなか っ た ｡ ｢空 の 息子ジ ュ ギル マ ン ジャ 勇者 の く に
だ+ と思うo 美 しい 野に 霧が動 き､ そ の なか か ら真の 勇者 と思 しき､ 並外れた マタが走 っ
て い る｡ 近づいて くる と､ その 明けの 星の ごとき目で射るよう に ､ 宣 ぺ る ｡ ｢キダ ･ キダ,
キラジ ー !汝は ど こ の氏 族の 者か ｡ 幾つ 年で , 何者か ｡ こ の く に には悪 しき者 ､
来た ことがない ｡ 汝もさぞや剛くかなりの強者で あろ
r
5ゆえ､ 来たの で あろう｡
ても ､ 汝ほ仮染 めの 姿で あろう ､ 本 当の とこ ろは ､ それは ど小さく は ある まい ｡
の勇者､ 名はジ ュ ギルマ ンジ ヤ ､ 霧 と唇気楼の天の息子ぞ ｡ 汝急いで名乗 られよ｡
弱き者 は
それ に し
我は上界
そして ､
片足跳び ､ 両足跳び ､ 11 0プ ー ドボ ー ル のゲ ー ム をやろう｡+
コ コ ル ドコ ンは名乗 り､ 娘の インモ コ ン姫に求婚にきたことを伝え , ゲ ー ム に応じよう
とい う｡ ｢汝 の 父 , 中界の イルキス モ ンジャ の 誉れはよく聞 いて いる ､ 我 ら ､ エ ヴ ェ ンキ
甲勇者が 出会っ たの だ｡ なぜ ､ 技試 しをした いか を話そう ｡ この くに の外れ に孤児 として
育っ たアルバ ガイ カン姐がニ 人の息子 とい る ｡ そ こ ヘ ス ム エ ンジ ャ とい う手強い 三面 の勇
者 ､ 地下界の ア ヴァ ヒが きて ､ 彼らを幽閉し ､ トナカイを喰 っ た後に喰お うと して い る ｡
私ほぞ こ ヘ いくために力試 しをして いた｡ 汝 もするがよい｡ それか ら､ 一 緒にで かけよう｡+
コ 剖レ持ヨ ンはボ - ル投 げ, 片足跳び , 両足跳びをや っ て , 相手 に退けをとらない ことを
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知らしめる ｡ ジ ュ ギル マ ンジ ャ 勇者は彼を自宅 に招 じる と ､ そ
の 妻 ､ 構がか っ た髪の ソル
コ ンドルがもてなす ｡
両人は出発する ｡ 年長 の ジ ュ ギル マ ンジ ャ勇者は 白銀 の ツルに ､
コ コ ル ドコ ン柱白い 鳥
にな り , 長 い 間飛び つ づけ､ 目的地 に着く と､ カラ マ ツ の樹皮に変身して ､ じ っ
とア ヴァ
ヒの 様子 を窺っ た. ア ルバ ガイカン姪 の下の 息子がアヴ ァ ヒ とやり あっ て い る ｡ ア ル
バガ
ィ ヵン姓 の 下の 息子デイルコ ヌ コ ンは ジ ュ ギルマ ンジ ャ 勇者 の来た こ とを感知 し､ 兄
に告
げる ｡ ｢デイネ ･ デイネ､ デイ ニ カニ ン!見よ､ 中界のチル ケルケンよ ､
3 尋の槍で 二 人 し
て ア ヴァ ヒを刺し殺そ う ､ や り損な っ て も ､ ジ ュ ギル マ ンジ ャ勇者が助 けて く れ
る ｡+ し
か し , ア ヴァ ヒ杜 二 人の 槍 を折 る ｡ 弟は ハ エ に変身して 逃げ, 兄は捕 まっ て喰わ
れそ うに
なる o ジ ュ ギル マ ンジャ 勇者が人間の 姿にな っ て ､ 名乗り をあ玖 ア ヴァ ヒ
に挑戦す る ｡
ァ ヴァ ヒは名乗り､ ｢人間を喰うためにきた+ とい う｡
ジ ュ ギル マ ンジャ 勇者とアヴァ ヒの 剛 ゝは激 しく , 大地は荒らされ ､ 生き物接逃げ出
すo
聞い は 6 ケ 月日に 削 ゝるが , 双雄の 削 哨
一 層俄烈さ を増 し､ く にの荒廃が余 りに凄ま じ
い た め､ 遠 いくに偉大な町の 王､ エヴ ェ ンキ の王が停戦 を勧めるが ､ 聞き入
れない ｡ 次に
若き乙女 ､ 太陽の 娘キラヂ 一 姫が ｢デロ ゴイ
･ デロ ゴイ 欄 い がつ づけば､ 寿命が締み ､
家畜も民も什れて し まう , 削 噌 止め よ+ と警告するが, 両雄
はなおも 3 月 の 開 い つ づ
ける o 次に太陽の 上 の 娘､ 白繋 の 老女セメクシ ン娘が現われて ､ 告 げ
る ｡ ｢ニ ミ ドリコ ･
ニ ミ ドリコ 欄 下界の勇者スム エ ンジヤ ､ 天の 息子ジ ュ ギル マ ンジャ勇者よ
, 汝 ら､ 蘇る
なかれ ｡ 植物を , 幼き子らを､ 三界の シ ビル全体
の 数多の 家畜を憐れみ給え｡ 汝ら数多の
悲 しみ をもたらした罪は重い ｡+ 両雄杖それにも耳をかさずに 削 噴
ける ｡
太陽の 娘は大地 の主嚢に次の ような魔法の ことばを送っ た｡
｢ニ ミ ドリコ ･ ニ ミ ドリコ !
剛 ゝの ために子供 は生れ出よう とせず､ 家酎ま殖える こと
がで きず､ 病気の子供は 生き長
らえず, 弱き老人は死んで いく o この 災難に手を打つ ときが来た ｡ 襲
本 人の 太陽の 息子 を
罰 して ください ｡ 三年間, 四 角い銀卓に して
､ 鳥や獣や人間が自由に食事がで きる ように
して 下さい ｡ それで こそ , 彼の 罪は償われる ｡ 地下界 の アヴァ
ヒ , 恥知らずの 盗人は生ま
れた ときから人間を苦しめ殺して おる ｡ しかも99人を喰らっ た
と豪欝してい るからには ,
小さな罪はどれ圧 ど沢山犯 して い る こ とかB 奴を焼け焦 げた
切株に して丸 9年の 開放 っ て
ぉ くが よい ｡ 傍を通 るもの 法鳥 も獣 もそ こ に糞尿 をか けるだ
ろう｡+ そ う言 っ て , セメク
シ ン姪は白い鳥 に変 じて 上の 世界ヘ 飛び去っ たo 両雄壮相変
わらず闘っ て い たが ､ そ の と
き ､ 突如 として , 中界が雷 の ように弟きわたり､ 猛烈な嵐
が吹き荒 れ , 大地が真ん中で 口
を 剛ナ虹 両 断 その割れ目に落ち ､ 顔の 半分と片手が見
えて いたが､ 相変わ らず､ 関っ
て い た｡ やがて , 二 人は真っ 暗なくに ヘ 落ちてu つ た｡
コ コ ル ドコ ン壮 齢 ゝの 様子を見て い たが , 白い 鳥 となっ て ジ
ュ ギル マ ンジャ 勇者の くに
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へ 向か っ て飛ん で い っ た ｡ す る と誰か の声が聞 こえ る｡ ｢ゲロ ･ グ ロ ､ グ ロ カ ニ ン!ああ､
情けない , 独りで い る とき に , 地下界 の ア ヴ ァ ヒの 頭目がや っ て きて ､ わた しを苦 しめ ､
ひ と月日の 最後 の夜 にな っ たo
L
- 人で も勇者がわた しの 祈 り を聞 い て ､ 助 けて くれない も
の か ｡+ コ コ ル ドコ ン柱銅 の 野原 に降 りて ､ 三回転 して 人間に戻る ｡ ｢キ ンッ ギル ･ キ ン ッ
ギル ､ キン ッ ギルモ イ =地下界 の ア ヴ ァ ヒ の 王 ､ 四 面の セ ヴ ェ エ ンデよ ､ 何ゆえ にそ の 若
き乙女に勝 てな い で い る の か ､ さ あ､ 削 ゝ の 野 へ 出て来 い ｡+ セ ヴ ェ エ ンデは コ コ ル ドコ
ンを見て笑い 出す｡ ｢キ リモ ンデ ･ キリ モ ンデ! こ んな 小 さな童子が何 と大 口 をたたく の
かo お まえ の ボ ー ルが恐 い もの か ｡ 我 の 歯 一 本だ っ て折れ ま い ｡ さ あ, 投 げて み ろ o+ コ
コ ル ドコ ンは義兄ジ ュ ギ ル マ ンジ ャ勇者の 11 0プ - ドの ボ ー ル を投 げる と､ 相手は鉄 の つ
るは しの よ うな歯で 易々 と受 け止 め る ｡ コ コ ル ドコ ン 臥 ｢ボ ー ルゲ ー ム だ けで終わ り で
はない o もう 一 つ ､ 8 尋の 2 倍の 弓で失を射る ｡ それを避 けられた ら, お 前は本物 の勇者
だo+ コ コル ドコ ンは失に呪文をか ける ｡ ｢友よ､ 8 尋の 2 倍の 弓よ, 我がこ の世 に生まれ
しよりの 我が同伴者 ､ 我 の 言う こ とを聴 い てくれ○ もしも ､ 我が 三 つ の シ ビル の大地を遍
歴し､ 家 をもち , 家畜を増や し､ 子供 を もう ける定めならば, 汝 ､ 鋳鉄 を前 に して止 ま る
なこ 石 からも逃げる なo ア ヴァ ヒの 頭 目の どこか の 鮭を貫 け｡+ そう言 っ て ､
.
力い っ ぱい
弓を引く と､ その とき ､ ア ヴ ァ ヒの 息子は どこからも っ て きたの か､ 鋳鉄の 山の 陰に隠 れ
た｡ しか し, 矢はそれに も怯 まず､ 鋳鉄の 山を貫き､ ア ヴ ァ ヒ の 膝を打 ち抜 いた｡ アヴァ
ヒは悲鳴 をあげる . それか ら両者は 決蹄をは じめ､ コ コ ル ドコ ンは相手 を倒し ､ そ の遺体
を切断して投げ棄て る｡
それからジ ュ ギル マ ンジ ャ勇者 の 家 ヘ 帰り ､ ｢キン ッ ギル ･ キ ン ッ ギル , キ ン ッ ギル モ
イ ! ソルコ ン ドル姫よ､ 天 の 息子 ジ ュ ギル マ ン ジャ 勇者は海 の 主塞が連れ去 っ た｡ 二 年後
には戻 っ て こよう｡ わた しはその 間 ､ くに ヘ 戻 っ て こよう+ と言う ｡ ソル コ ン ドル姫 の 調
えた勇者の食事 を して いる と､ 四 方か ら黒雲湧 き上がり､ 白雲 ､ 赤雪が現われ ､ 激しく行
き交う｡ 風に嵐､ 雨に雪 ､ 雷鳴 に稲妻が集い ､ す べ てが過ぎ去 っ て天が晴れる と日没 の 方
角, 地下界からニ 人の ア ヴ ァ ヒ勇者が現れ る｡ ｢ラヴィ ル ･ ラヴイ ル ､ ラ ヴィ ル ドン! 上
界 の勇者､ 天 の息子 , ジ ュ ギル マ ンジセ勇者 ､ 扉 を開けよ ｡ 我ら アヴ ァ ヒの 勇者 ､ 吾が名
は 3 3サ ー ジ ェ ン の 髪もつ パ パヤガ ､ 吾が弟の名は､ 大粒 の 羊の 地に生れ しブル ン ニ ュ ク
勇者なり｡ 何用で きたかと 問わば ､ 汝 の 軌 糸の ごとき足跡の イ ンモ コ ン姫を嫁 にもらい
にきた ｡+ それ を聞く と, 家の女主人は ｢デグリ ･ デダリ ､ デグリモイ !+ と猛烈に反駁
し､ ヨ コj,kドコ ン に腕試 しをす るように と いう ｡ コ コ ル ドコ ン は 剛 ､の野 に飛び出し, パ
パヤガと齢う ｡ コ コ ル 下コ ン は燥小な ままで ア ヴァ ヒの 攻撃 を巧妙にかわ し､ しなや かな
柳の 枝でパ パヤガを散々 打ちの めし､ 凍っ た土のなか へ 3 サ ー ジ ェ ンの深さまで押 し込め､
そ の喉を海 っ
･
切る ｡ 奇 助辞世を聞きつ けて ､ 弟の ア ヴ ァ ヒ勇者がや っ て きて 日を凝らして
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相手を捜す o コ コ ル ドコ ン旺最恥ゝの 野の こちら に立 っ て ､ ｢キ ン ッ ギル ･ キン ッ ギル ､ キ
ン ッ ギルモ イ!地下界の アヴ ァ ヒ ､ ブル ンニ ュ ク勇者 , ボ ー ル を投げ合うか ､ 弓でや り合
うか ､ それ と も素手で打ち合うか+ と言う｡ アヴ ァ ヒは ｢グンギル ･ グンギル , グンギリ
エ ! 中界 の コ コ ル ドコ ン, アイの 勇者 よ ､ 汝の 背丈はツ バ メほ どだが ､ 考え 娃大胆だ｡ ス
ズメ ほ どだの に ､ 豪壮な勇者とみえ る o 背は ペ ニ ヒワ梗 どだが ､ 手強い o 弓でやろ うで は
な い か , まず､ 年上 の我か らだ+ と言う｡ そ して ､ アヴ ァ ヒは足下の 山を抜き ､ ｢鋳鉄の
山になれ+ と言 っ て ､ それ を自分 の前に置く｡ コ コ ル ドコ ンはポケッ トか ら銀貨を 出して ､
｢銀 の 山になれ+ と言い ､ それ を前 に置く ｡ アヴァ ヒは失に呪文をか けて ､ コ コ ル ドコ ン
を狙うが ､ 彼 は飛んで きた矢を事で掴み とる ｡ アヴァ ヒも同じよ うにコ コ ル ドコ ンの 失を
手で掴む｡ か くて , 勇者たちは格蹄をは じめるが ､ 3昼夜 して , 凱 ゝが織烈 にな っ た とき,
コ コ ル ドコ ンは相手 に告 げる ｡ ｢キ ン ッ ギル ･ キン ッ ギル ､ キ ン ッ ギル モイ ! この 大地 の
木々 や草を駄目に して はならない ､ 人や獣を脅すの は止めよう｡ 天 には我々 にふ さわ しい
く にがある ｡ そ こに は太陽 の姉娘 ､ セメタシ ン姐が い て ､ 彼女 旺燃え盛 る焚き 火をお こ し
て い る ｡ その 火の 上 に回転す る輪があり, それに小 さな吊り輪が つ いて い る ｡ そ こ へ 行 っ
て 騒おう｡+ そう言う と, 何回か 身を翻 して白い 鳥 となり､ ア ヴァ ヒの頭 目は同じよ うに
して 三 つ 頭 の 鷺とな っ て 飛期 した ｡ 天界の 天辺 に達 した とき､ コ コ ル ドコ ンはセ メク シン
姐に告 げる ｡ ｢キ ン ッギル ･ キ ン ッ ギル , キン ッ ギルモイ !中界の 人々 を不安がらせな い
よう ､ 生まれ てくる赤ん坊 を脅さない ように 一 人の 勇者 を貴方 の 輪 へ 連れて きた｡ 火をお
こ して ､ 輪 を降 ろ して下 さい ｡+ それを 聞く と ､ セ メク シ ン姐は大急 ぎで 火をお こ し､ 輪
を下 ろ した｡ コ コ ル ドコ ンがそ の 回転する輪 に飛びつ く と､ そ れは人の 姿が見えな い ほ ど
の速 さで 回転 した｡ 彼杖そ っ と地面に降りた ｡ 次にア ヴァ ヒが飛びつ い て 7回転す る と ､
彼は耐 えきれず､
何とい う業苦か｡
ことか ｡ こ の後､
奴 の姿はどうだ ､
な い とは ｡ 熱い ,
火 の なか に落ちて ､ 焼 け焦げた ｡ ｢グンギル ､ グンギル !熱 い ､ 熱い ,
中界の勇者コ コ ル ドコ ンのなん と卑劣な ことか ､ 勇者を何 と容易に殺す
我が 一 族の誰も奴 と蘭う ことはあるまい ｡ この マ タは敏捷な策略士だ｡
イ ソツ ツジ の 除からは見えもしない ようなこ の 男を してやる こ とがで 普
熱 い , 死ん で しまう ｡ さらばだ｡+ コ コ ル ドコ ンは太陽の 娘 ､ セ メ タシ
ン姐 に感謝の 詞を宣 ぺ ､ 別れを告 げて ､ 数回転 して 白い鳥 になる と､ 羽音も高く ジ ュ ギル
マ ンジャ勇者の くに を目指 して飛ぶ｡
天の 息子の ジュ ギル マ ンジ ャ 勇者 はまだ帰 っ て いない ｡ 勇者の 妻､ ソル コ ン ドル姫が迎
え, コ コ ル ドコ ンをもてなす｡ その ときに , 暗雲がか き起り, 嵐 になるが､ それが止む と､
｢キダ ･ キダ, キラジ ー !+ と ジ ュ ギル マ ンジ ャ 勇者が帰還する ｡ そ して ､ 賑やかな食事
がおわる と､ ジ ュ ギル マ ンジ ャ勇者は こう告げる ｡ ｢中界の イルキス モ ンジャ を父 に ､ ク
ッ ク マ チャ ンを母 に , 三 つ の シ ビルに完全な名をもつ 我が婿 ､ こ こ の 世界で はメン ダニ コ
ー 105-
ン とい う名の 勇者 よ ､ 我 々 は二 人で は じめ て会 っ て , 技比 べ を した競技場 へ 出か けよう｡
私は昔や っ た こ と をお見 せ しよう , 汝は今 どれほ ど強い か を見せな さ い ｡ そうして か ら､
汝に妻を とらせよう｡ どうだ ｡+ コ コ ル ドコ ンは喜んで ､ ｢出か けよ う+ とい う｡ 家人は 二
人を見送 っ たが , そ の 様子はたい へ ん滑稽だ っ た｡ 年上 の 勇者 は腰骨が 4 指尺 ､ 腔の 骨は
5 指尺､ 背中の 掛ま 6 指尺もある ｡ そ の 男 と並 んで手袋 揺 どの大きさ め男 がいく｡ 彼らは
あれ これ喋りながら､ 片足跳びを競 っ た｡ 格尉で 乱 コ コ ル ドコ ン 披 い くら投げられ ても
倒れなか っ た ｡ コ コ ル ドコ ン杖ジ ュ ギル マ ンジ ャ 勇者を少 し振 り回 してか ら投 げる と , 棉
手は仰向 桝土倒 れた｡ rキダ ･ キダ ､ キ ラ ジ ー !か つ て私 は 二 本足 の も の に投げられ て ､
倒れた こ とはな い ｡ 汝は 背丈で は なく ､ 腕 と足が強 い のだ ､ そ れ で アヴ ァ ヒを滅 ぼす こ と
ができたの だ ｡ それに して も､ 汝 の 背丈は本当にそれだ けなの か ｡ 真 の 姿 を見 せて <れれ
ば､ 席 しいのだが｡+ コ コ ル ドコ ンは他言しない こ とを条件に ､ 天 に奪える禿山の天辺で ,
どこ に も へ こみ の ない 銅盤を つ けたメ ンダ ニ コ ン勇者 の姿を巌わ した ｡ ジ ュ ギル マ ンジ ャ
勇者は並 んで立っ た｡ 相手杜彼よ りも指 4 本分背が高く ､ 悔も指 4 本分広か っ た｡ ジ ュ ギ
ル マ ンジ ャ 勇者 は納得して ､ 娘 の 婿 と して ｢これ以上 の 勇者 削 招 い+ と い っ て喜ぶ ｡ 彼
らは 白い鳥 に化 して帰宅する o そ して ､ コ コ ル ドコ ン とイ ンモ マン姫 と の婚礼 の祝宴がは
じまる ｡ そ れが終わ る と ､ コ コ ル ドコ ンは暇 を告 げる○ 栴 の ごとき髪 の ソ ル コ ン ドル 美女
は娘に胸飾り ､ 金の 指輪 ､ 財宝 の詰 ま っ た籍を与え ､ はなむけの詞 を贈 り､ 旅装を整える ｡
両親と互い に惜別 の辞 を述 べ て , コ コ ル ドコ ンはソ ル コ ンドル美女 と故姉 へ 帰る ｡
6. 上界の フ ル コ クチ ョ ン勇者 の巻
二 人を出迎 えた の は コ コ ル ドコ ンの 従兄弟 , 太陽の 息子デルゲルデイ ン勇者とセカク姫
の息子 ､ 上界 の フ ル コ クチ ョ ン であ っ たo か くて ､ 遠くか らも､ 近 くか らも大勢の 老若男
女が参集し､ 賑や かな婚礼の 祝宴がは じ まる ｡ 祝宴の後には跳躍 の 競技や カ比 べ が行われ
るが､ そ こで は コ コ ル ドコ ン と上界の フ ル コ クチ ョ ンに並 ぶ もの はなか っ た ｡ 上界の フ ル
コ クチ ョ ン は言う ｡ ｢私 は書 き若者が なす べ き遍歴 に出る 時で はな い だ ろうか ｡ 従兄弟の
コ コ ル ドコ シは三 つ の シ ビル の す ベ て a)く に を遍歴 して書き伴侶を得て き た｡ 私 は何処 へ
遍歴す べ きか , 誰か教えてくださ い ｡+ これ を聞くと, セカタ姫 は言 っ た｡ ｢キモ ･ キモ ､
キモ ニ ン !水源 の ある大河 の 川上 を上 っ て , 東に向かう と三 つ の 支流が ある勺 そ の実ん 中
の 川を適っ て 上涜まで行くと ､ もう 一 つ の川が ある . それ を越えて行く と ､ 川幅の 大きな
川に至 臥 それを渡 る と , ･また ､ も っ と大 きな川 に でる ｡ そ の川 の 事前 に旺澄んだ水が ､
真ん中蜘ま育鮪色 の水が ､ 遠く には人間アイ 7' の血 の水が流れて い る . よく見 る と､ 浮 い
てレ1るの 捜人間 の 腕や脚a)骨､
:
石 柱背骨だ｡ その はる か先に美 し い ､ まだ人が踏み入 っ た
ことめなも嘩 に被われた ､ 異族 の 土地 では も っ とも大きく , 優れたくにがある ｡ そ こ の主
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人チ ョ ルポ ン ドル 翁とオ ンノ ドル盤に三 人の娘があるが､ そ の真ん 中の ウニ ヤ プトウク拒
は 人さ し指です べ て を征服する ｡ 行 っ て , 彼女を求め なさ い ｡+ フ ル コ クチ ョ ンは己 の 巌
馬にうち乗り､ 大河を目指 して疾駆する o
春夏秋冬を幾度か 経て ､ 彼は チョ ルポン ドル翁の ､ トナカイ の群れに満ち満ちたくにに
至る ｡ そ こ へ 斑 トナカイ の 毛皮を着て斑 トナカイ に跨が っ た勇者がや っ て く る ｡ ｢リ ル ヴ
ェ
･ リル ヴ ェ ､ リル ヴ ェ ヤ!我はチ ョ ルポン ドル翁の息子たちの召使い , ポカル ドイ ンだ｡
我らの 娘を奪い にく る と旺無礼千万 , 成敗 してやる+ と言う｡ 襲 っ てきた この 勇者の杖 を
取り上 げ､ 上界の フ ルコ クチ ョ ンは 一 撃のも とにそ の脳天を打割 っ て ､ 捨てる ｡
この 後､ 上界 の フ ルコ クチョ ン法主人の と ころ へ行き ､ 名乗りをあげて用向きを伝える｡
家の 方か ら ､ 重 い足音がして ､ 紛れもな い勇者が現われ, ｢オクタニ ･ オクタ ニ , オクタ
ネ!我 の父はチ ョ ルポン ドル翁 ､ 母はオンノ ドル姓 ､ 我が名疲オタ ニ 勇者 ､ 上界の 勇者 ､
アイの 勇者なり+ と名乗り､ ポカル ドイ ンを殺された恨みを述 べ て ､ 復薯を挑む｡ かくて ､
二 人の 勇者は決蹄をは じめ ､ や がて オタ ニ 勇者は帝 り ､ フ ル コ クチ ョ ンがそ の 喉にナイフ
を当て よう とする とき ､ 彼 は命乞 いをする ｡ そ の 声 に もう 一 人の 勇者が現われる ｡ ｢リン
グキル ･ リングキル ､ リングキリエ !+ と名乗りは じめた勇者は オタニ 勇者の 兄弟, イ レ
グク ンデ｡ そ こで ､ こ の 勇者 と上界の フ ル コ クチ ョ ンの 間で猛烈な聞いが性 じまり､ そ の
互角 の 格闘技休みなく 一 年もつ づい た｡ やがて ､ 我がフ ル コ クチ ョ ンが優勢となり､ 彼杖
相手の 髪を三 本の指 に巻 つ けてそ の 躯を立ち木に打 つ ける ｡ 瀕死の 勇者は ｢アイ の人間は
アイの 人間を殺す ぺ きで はない ｡ 行 っ て ､ 我が妹､ 人さ し指です べ て に打ち勝つ 勇者 , ウ
ニ ヤ プトウク姫 に自分で話すがよい+ と言う ｡ 上界の フル コ クチ ョ ンはそ の言葉 をも っ と
もと思 い ､ 相手 を助け起 こす｡
それか ら娘 の と ころ へ 行 っ て ､ ｢ウゲロ ･ ウグ ロ ､ ウゲ ン ドル !ウニ ヤ プトウク姫 ､ 扉
を開けて ､ 私の 挨拶を受けて くださ い+ と言 っ て ､ 求婚する ｡ する と､ 家か らウニ ヤ プト
ウク姫 が出て きて ､ ｢グレ ･ グレ , グレネ !+ とフル コ クチ ョ ンの 詞 に応えて ､ 力比 べ を
申し出る ｡ 彼女は フル コ クチ ョ ンに掴まれた腕を振 り払 うと ､ 海の 方 へ 逃げ､ 海上 に蛮り
渡した針金 を伝 っ て ､ 対岸 へ 渡 っ た｡ 我らが フル コ クチ ョ ンはそ の 後を追う｡ 彼女が岩山
に達 し､ 針 と化 してそ こ の 割れ目に入る と ､ フルコ クチ ョ ンは鉄棒になっ て そ れを追 い ､
彼女が白鳥になる と男は鷹 に変 じて天 空の 高み に追い ､ つ いにそ こ へ 至 る と二 人は人間に
戻 っ た ｡ 若き乙女はそ こで フ ル コ クチ ョ ンiこ力づくの 騒 い を挑み, r汝が勝てば ､ 妾 を と
るが よい , 負けれ ば､ 妾の 奴僕とな ろう+ と言う｡ かくて ､ 二 人は凄まじい 戦 い をほ じめ
るが ､ 彼女はそ の 兄たちよりも強かっ た｡ 騒い は 3ケ 月 ､ 90昼夜つ づき､ つ い に若き乙女
は力尽 き､ 死に瀕する｡ フル コ クチョ ンが彼女を殺そう とする とき､ 乙女は彼 を我に返ら
せる ｡ フル コ クチ ョ ンは彼女には何 の非もな い こ とを借り､ 哀れみ と悔悟の念 に とらわれ
- 107-
て ､ 乙女を救 っ てくれ るよ う天 に哀願する.
する と ､ 五 色の雲があ らわ れ 嵐がお こ り､ それと共に三羽 の 白鳥が舞い 降り､ 3, 4 回
転する と乙女 の姿 にな っ た 心 そ して ､ 言 う｡ ｢キキル ･ キキル , キ ン グキ ラ ニ ン 卜扱が 父
は上 界の , 7 つ 星 に乗れ る へ グ レン ドル翁 ､ 母は シ ヴェ ッ キ ロ ン姐 ､ 妾は 三 つ の シ ビ ル世
界の す ぺ て で どの ような死も見逃さず､ どの よ うな不幸 も歌で救 い ､ 死す るもの を息 で延
らせ る人間の救い 主 ､ 善良なる シ ヤ マ ン , ア ヤクチ ャ ン美女なり ｡ 名 をウニ ヤ プトウク姫
とい うアイの 乙女 杖死 に ､ そ の 身体 は朽ちた ｡ 我が兄弟､ フ ル コ クチ ョ ンよ ､ 何と い う こ
とをそなたは仕出か した こ とか ｡ だが , そなたが己 の罪を 購い , 過ちを正す こ とがで き る
ように ､ 妾は天界から三 つ の卵 をもっ て きた｡ それで 乙女 を癒 しなさい ｡ 赤い 卵は飲ませ ､
黄色い卵は骨 に塗り､ 白い 卵は身体 に塗 るがよい ｡+
フル コ クチ ョ ンは か くて 天の 乙女 を蘇生 させ ､ シヤ マ ンに礼 を述 べ ､ 己 の馬 を呼んで花
嫁を獲得 したことを伝え る o 二 人は馬 にうち乗り ､ 乙女の 両親の 許 へ 天拘りゆき､ 結婚 を
伝え ､ 帰姉 の旅 に の ぼる ｡ 父親の チ ョ ルポン ドル翁は風 に の せ て娘 に祝福 を贈る ｡ 故細 で
は母親のセ カタ姫が出迎え､ か くて 盛大な婚礼 の 祝宴が延 々 と行なわれ る ｡ 饗宴の後 に ､
皆は競技 の広場に移り､ そ こで は徒競走 ､-･片足跳び､ 幅跳び ､ 格 臥 力比 べ な どの 競技が
行われたが､ どの種 別こつ いて も上界 の フ ル コ クチ ョ ンに適う者 披いなか っ た ｡ た だ 一 人
互角の者がいたが､ それ杖 中界の フ ル コ クチ ョ ンで あっ た｡
7. 中界の フ ル コ クチ ョ ン勇者の 巻
参列者が驚嘆した中界 の フル コ クチ ョ ン と 臥 コ コ ル ドコ ン とイ ンモ コ ン姫 の 息子 , 見
事な勇者振りで あ っ た｡ 婚礼 の 三 日後 に ､ 彼は 次の よう に宣 ぺ る ｡ ｢ウゲ レ ･ ウゲ レ ､ デ
レゲイ !父 よ ､ 母 よ, また従兄弟の 上 界 の フ ルコ クチ ョ ン よ ､ 人 さ し指 ですべ て を征す る
ウニ ヤ プトウク姫よ ､ 私は大人にな っ た｡ 三 つ の シ ビルの 世界 を遍歴して 花嫁 をみ つ けて
く る ｡ い ずれ の方 ヘ 行けばよ いか , 教えて ください ｡+ これ に応え て , ウ ニ ヤ プトウク姫
は言う｡ ｢グレ ･ グ レ ､ グ レネ!真直 ぐ東 へ 行く と ､ 三 つ の シ ビル の世界を七 つ の 星 に の
つ て巡っ て いる へ グ レン ドル翁 とシヴ ェ▲ッキ ロ ン姐に 七人娘が あり､ そ の 末娘 は優れた シ
ヤ マ ンの ア ヤクチ ャ ン美女 である o 彼女は三 つ の シ ビル世界の あらゆる 不幸 を予見 し､ 死
者を廷らせ , どんな災発をも救う ことがで きるよう に生まれて きた｡ そ こ まで は大変に遠
I､｡ 窯ある鳥は9回堆を解 し､ 獣は9回仔を産む梗どの時間がか かる｡+
中界 吸フ ルコ クチ ョ ンは感謝 し､ 惜別 の詞 を宣 ぺ , は なむ けの詞 に送られて 出発す る｡
彼の斑 トナカイは天期け ､ い く 周りか の春夏秋冬を へ て ある断崖絶壁に達する ｡ そ こ で斑
ト車力イ枝豆 ち止 まり ､ 人間の 言葉で言 う ｡ ｢エ ングテ ヴロ ニ ン , エ ン グテ ヴロ ニ ン !我
が主人よ､ これから先は私の行かれぬ と こ ろ-､ 一 人で行くがよろ しい ｡ 私は こ こで待っ て
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い よ う ｡+ 中界 の フ ル コ クチ ョ ンは斑 トナカイ に別 れ を告 げ､ 鷹 に変身 して崖 の 瀬上 を越
える と､ そ こは天 に連な るく に であっ た ｡ 人が足 を踏 み入れた こ との ない へ グレン ドル翁
の く には数多の 肥え たさま ざまな トナカイに溢れて い た ｡ 見る と ､ 家の 周囲の 草が萎れて
お り ､ 土壌の なか に四面の 鉄 ､ 白い 薫の なか に若 い 乙女が太薮 と擦を打ちながら廻 っ て い
る ｡ 中界の フ ル コ クチ ョ ンは人間の 姿に戻る ｡ 彼が家の方 に向か っ て ､ 名乗り を あげ､ 求
婚にきた こ とを告げる と､ 白髪 の老人が出て きて言う｡ ｢エイデギ ･ エイデギ､ デギ ドル !
地下界か らアヴァ ヒの 頭目が現れ ､ 息子二 人が関 っ たが敗れた . 今 妊娠が闘っ て い る ｡ 行
っ て ､ 運を試すがよい ｡+
中界 の フ ル コ クチ ョ ンは騒い の場 に行 っ て , 乙女に代わ っ てそ の 相手で ある ア ヴァ ヒに
挑戦する ｡ ア ヴ ァ ヒは フ ル コ クチ ョ ン の 名を聞くと ､ 言う ｡ ｢デイ ングド ･ デイ ン グド,
デイ ングドニ ンデ!我が古の 仇敵 ､ 投滑なコ コ ル ドコ ン若造の 息子が現わ れたか o コ コ ル
ドコ ンの 憎 っ き奴 め!お前は ､ き っ と､ 俺が家庭をもち ､ 火を域 し､ 子供を もうけ､ 家畜
を飼 おう とす るの を邪魔 しにきたな｡ 中界 の勇者たちよ ､ 汝らは とて つ もなく邪悪だ｡ 己
が負けぬよ う､ 汝 の 親父は 『どの やり方で闘い をは じめよ うか』 と言 っ た｡ 汝 の 親父, 衣
滑な コ コ ル ドコ ンは燃え 盛る火で俺を焼き殺した｡ 今度はお 前に負ける もの か ｡ 拳の 騒い
をや ろう+ とす ぐさ ま､ 鉄拳で打ち合いは じめる ｡ そ の騒いは 90昼夜つづくが､ そ の 間､
我 らが勇者は険を与えず､ アヴ ァ ヒの 攻撃 を 一 度も受けない ｡ する と ､ 中界 の フ ル コ クチ
ョ ン に向か っ て ア ヴァ ヒは ｢地下界の 海の 蕎の 中にある島の 戦場+ で の 闘い を挑 み ､ 自ら
三回転 して ツ ル に変じて 飛び去る ｡ 中界の フ ル コ クチ ョ ンは白鳥 にな っ て そ れを追 い ､ 日
没の 方角 へ 飛ぶ ｡ その 海上 の 島に着く と､ アヴ ァ ヒは常人には居 る こ との で きない ような
場所 へ 降り ､ そ こで四面 の灼熱 の鉄 と化 し､ 煮えたぎる脂の なか で 中界の フ ル コ クチ ョ ン
を待ち伏せ た｡ 彼は何も意に介さず､ そ こ ヘ 達して ､ 人間の 姿に戻る ｡ 危機を察 したアヤ
クチ ャ ン美女は ｢へ デ ･ ホガイ ､ へ デ ･ ホガイ !+ と歌 い は じめて ､ 窮地 の フ ル コ クチ ョ
ンを救出す るため天界の鍛冶屋 トロ ンタイに訴え, 77プ - ドの 樋 と 33 プ - ドの や っ と こ
を下賜 して くれる ように頼む ｡ そ の詞が終わ るや ､ 彼女 の太鼓の 上 に樋とや っ と こが降下
す る o アヤクチ ャ ン は黒雲に の っ て ､ 闘い の 場の 上 を廻 りながら, それらをフ ル コ クチ ョ
ンに下 ろす｡ こうして ､ フルコ クチョ ンとアヤクチャ ンは力を合わせてアヴァ ヒを滅ぼし､
岩 の割れ目に閉じ込め､ そ の岩を煮えたぎる脂の なか に突き落 とす ｡
感謝と喜びを表 し ､ 婚礼を しよう とい う中界の フ ル コ クチ ョ ンに対して , ア ヤクチャ ン
美女 はア ヴァ ヒ の ｢生命の 水+ を我らが 一 族の ために取っ て こようと言 い ､ シヤ マ ンの 太
鼓に フル コ クチョ ンを乗 せて ､ 共に地下界の 中央に達する ｡ アヤクチャ ンは針 と化 して ､
岩の 中に入り ､ そ こからアヴ ァ ヒの ｢生命の 水+ を入用なだけ太鼓で掬い ､ 残りの 水は呪
文をか けて アヴァ ヒがい くら飲んでも効き目がない ように した｡ ア ヤクチャ ン杖 ｢生命の
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水+ の こ とを口外 しない よう中界 の フ ル コ クチ ョ ン に 口止め し ､ それか ら二 人はそ れぞれ
黒雲に乗 っ て ､ へ グレン ドル翁の く に へ 帰る ｡ そ こ で婚礼の 宴が盛大に催さ れる ｡
さて ､ い よい よ中界 へ 帰還する に当り ､ フル コ クチ ョ ン は義父 へ グ レン ドル 翁に ､ ｢そ
の息子 ､ 亡くな っ た霧に乗 りゆくタム ナル勇者 の骨 を持参 し ､ 帰還 の 途 中の 適 当な場所で
シヤ マ ン の アヤクチ ャ ンが蘇生 させ る+ こ と の許 し を求 める ｡ 同意 を待たフ ル コ クチ ョ ン
は , 墓を掘らせ ､ タム ナル勇者 の棺 をポケッ トにしま い ､ 惜別 の 辞を の べ ､ そ の なかで ｢携
え る勇者を整えらせよ う､ 彼は 三年後には こ こ へ 戻れよう+ とい う ｡ 母窺の シ ペ ッ キ ロ ン
盤は ｢デゴ ･ デゴ､ デ ゴ ニ ン!+ と歌 っ て ､ 祝福 とはなむ けの 詞を贈 り､ 二 人を見送 る ｡
中界の勇者杖アヤクチ ャ ン美女 と番の ソデグロ ヅルに変 じて ､ 出発す る ｡
途中 ､ 上界 と中界 の境に ある銀 の 峰に降 り立つ と , 寮 に乗 りゆく タム ナル勇者 の 骨を銀
の ゆりかごにいれ ､ 関節を関節 に合わせる と､ シ ヤ マ ン の アヤ クチ ャ ン美女は宣 ぺ る ｡ ｢へ
デ ･ ホガイ ､ へ デ ･ ホガイ !我が兄､ タム ナル勇者 よ ､ 勇敢な る勇者デリス として再び生
まれよ+ と言 っ て 3回息 を吸い ､ 3回振り上 げて揺 りか ごが 3回転す るよ うに投げた ｡ す
る と､ 勇者デリス が両足 で立ちあらわれた｡ 我に返 っ たデリス は ｢チ ビル ･ チ ビル ､ チビ
リヤ!+ と歌 っ て , 感謝 の詞 を宣 ぺ る ｡ 中界 の フル コ クチ ョ ンt才 一 部始終を話 し､ ｢こ の
金の 籍の なか には死か ら整 っ た着めため の 良薬がある ､ それを飲むよう に+ と告げる ｡
かくて 3人は共 に コ コ ル ドコ ン とイ ンモ コ ン姫 の 許へ 帰還す る｡ そ こで盛大な婚礼祝い
が催される ｡
8. デリス勇者 の巻
そ の祝宴が終わ る と､ デリス は 上界 の デルゲル デイ ンに 向か っ て , そ の 娘の デル ゴクチ
ヨ ン美女 に求婚す る ｡ 父親は娘 の気持ち次第だ と答える ｡ デルゴクチ ョ ン美女が心 を決め
かねて い る の を知 っ たシ ヤ マ ン の アヤクチャ ンは ｢キキル ･ キキル ､ キ ングキ ラニ ン !+
と歌 っ て ､ デリス を弁護 しながら､ その勇者振りと幸運を確かめるた めの提案をする o ｢デ
ルゴクチ ョ ン美女の 人形 を指ぬき の 穴ほ どに見える高草に吊る し､ そ れを失で射 とめるが
よ い ｡+ 一 同の もの は これ に賛 同す る . そ して ､ 乙女 の人形が天頂 に紐で 吊る される ｡ デ
リス 勇者 杖己 の 弓矢 に語りか け､ 宿命 の 結婚を厳か けて ､ 満身の 力を込めて弓 を引く ｡ 失
は見事に人形を吊る して い る挺 の 元 を断つ ｡ こう して ､ デリス勇者 とデル ゴク チ ョ ン美女
の婚礼の祝宴が とり行われ る｡
シ ヤ マ ン の アヤ クチ ャ ンはタ ッ ク マチャ ン姐に頼 み ､ 祖父 ､ 中界 のイル キスモ ンジ ャ と
鍛冶屋 紬 ンタイ の 遺骨 を取 り出すと ､ それ を土 っ の銅の 揺 りか ごに入 れ , そ の揺りか ご
を身にづ けたシ ヤ やン の衣襲の ポケッ トに しまい ､ 天 に寄り掛か っ てい る禿 山の 頂上 へ 昇
つ た｡ そ■こで ､ ｢へ ヂ ･ ホガイ ､ へ デ ･ ホガイ! エ イケ ･ エ ト､ エ イ ケ ･ エ ト!+ と歌 い
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按じめて ､ イルキス モ ンジ ャ とトロ ンタイの 名を呼び､ 建 っ て 中界 へ 来る ように と乞うo
かくて 蘇生 した二 人の老人は r生命の水+ を飲ん で ､ 25 才 の若者 となり､ アヤクチ ャ ンに
従 っ て 白鳥 とヅル に変 じ祝宴に集ま っ て い る 人々 の 元 へ 帰る ｡ 全員が打 ち揃'い ､ 賑やかな
祝宴が つづく｡
そ こで , 2度生まれたデリス勇者は帰姉す べ く皆に別れを告げ､ 花嫁と共に施立つ o
こう して ､ 中界 の住人は ｢善きイ ルキス モ ンジ ヤ+ と いう エ ヴェ ンキの く にを統 べ ､ あ
たかも海 の水 の ように潤い 満ち､ 牛はす ぺ て の 川谷 に溢れ､ 山の 斜面は馬の 群で黒ずみ ､
山々 には数多由 トナカイが走り まわ っ て いた ｡ 中界 の住人の 一 族は い く世代にもわた っ て
殖え､ その 栄光はさまざまなく にに鉱がり ､ そ の善き名は広く聞 こえた｡
9. エ ピ ロ ー グ - ソル コ クチョ ンの巻
そ の 後 ､ コ コ ル ドコ ンの 娘ソ ル コ クチ ョ ンには 身体を鍛える 頃にな っ た ｡ 彼女紘鍛冶屋
の トロ ンタイ に頼ん で ､ 禿 山の漬上 に銅を張 っ た競技場 をつ く っ ても らい ､ そ こ で毎日鍛
練 に励む ｡ ある とき天がか き曇 り , - 羽 の鷹が飛来 して ､ ｢ゴン ッ ゴ ･ こ ゴン ッ ゴ ､ ゴ ン ッ
ゴジ !私は雲 を両親に もつ 中界の デノ ル勇者+ と名乗り､ コ コ ル ドコ ンに向か っ て求婿 を
申し入れる ｡
■
若き乙女は自らこの 勇者 に力試 しを挑み , 銅の 競技場 ヘ 誘 い ､ い と も容易く
地界 の海 の底 の 島に放逐する o シ ヤ マ ンの アヤクチ ャ ンがそ こか ら この 勇者 を救出して ､
蘇生させ , くに ヘ還す｡
それから､ ソル コ クチ ョ ンは鍛冶屋の トロ ンタイに ｢ヴィ ヴィ ル ･ ヴィ ヴィ ル ､ ヴィ ヴ
ィ リヤ!+ と歌い はじめて ､ 天考 を 一 周して こ こ へ 戻 っ てく るような 8 尋 2つ分 の 弓を造
っ て くれ るように頼む ｡ トロ ンタイは何日もか けてそれ を造る ｡ 乙女は毎日弓の 練習をす
る ｡ ある とき, 射放 っ た失が戻 っ て くる とそ の 穂先の頼元に勇者 の指の 痕がつ い て い る ｡
シ ヤ マ ンの アヤクチ ャ ン の助言に したが っ て ､ もう 一 度失を放つ と , 天か らは別の 銀 の失
が落ちて く る ｡ そ の 失を見た父親の コ コ ル ドコ ン は娘に ､ ｢今度の 勇者杖善き者 に違 い な
い から､ 前の ように無碍に退けないように+_と忠告す る｡
それから三 日後 にシ ヤ マ ンの アヤクチャ ンはお産をする｡ 生まれた男児柱産声を あげる
や , 跳び起き , 自ら へ そ の緒 を引きち ぎる と父親フ ル コ クチョ ンの頭上 を跳び越えて 銀の
小鳥 に変じ ､′空 へ 飛び出す ｡ 父親はツル に化 して それを追う｡ その途 中で雲の なかに銀づ
くめの美丈夫が馬 でや っ て くる の に出会う ｡ 両者は互 い に名の り合い ､ フル コ クチ ョ ン杖
そ の 勇者が娘 の婿 になる勇者で ある こ とを認 める｡ そ して , 銀の 小 鳥の 息子に両親の 素性
を 明らか に し､ ′｢銀の 小鳥に乗れるデヌクチ ャ ン勇者+ とい う名を与え ､ そ の運命 にタ ロ
ライチ ョ ウとオオライチョ ウの庇護があるように とはなむける ｡
銀づくめ の 勇者 ,,太陽デイ ラチャ の息子モ ングン ドル勇者は フル コクチ ョ ン に ｢ゲ ロ ･
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グ ロ ､ グロ カ ニ ン!+ と歌い ､ そ の 妹ソル コ クチ ョ ン ヘ の 結婚 を申 し入 れる ｡ そ して ､
日後 に戻る こ とを約 して 去る ｡ 中界の フ ル コ クチ ョ ンは帰宅 して ､ アヤクチ ャ ンに息子を
デヌ クチ ャ ン と名づけた こと､ 名立 たる勇者 になろう こ と を告げる o 彼女は息子の 誕生祝
い を盛大に催す .
そ の 最 中に嵐 がお こ り ､ 稲妻が乙女 の 競技場を襲う o シヤ マ ンの ア ヤクチ ャ ンが白鳥 に
な っ て急 い で行 っ て み る と, 銀ずく め の 勇者がそ こ に い た ｡ 彼女 の 問い に応 えて ､ そ の モ
ングン ドル勇者は ｢ソ ル コ クチ ョ ン へ 求婚 に きた+ と告げ, 互 い に相応 しい相手で あるか
どうか を技比 べ で 確かめ よ うと言う｡ アヤクチ ャ ンは 帰 っ て く る と､ 乙女に相応 しい 勇者
が来訪 した こ とを伝え る ｡ イル キス モ ンジ ャ の 一 家は老 い も若き も､ 男も女 も ､ 子供も召
使 い も皆が みな白鳥 となり群を なして競技場 へ 向か う｡ そ こ で は最誘那こ中界 の コ コ ル ドコ
ンが､ 次にモ ングン ドル 勇者が詞 を宣 ぺ ､ それにつ づい て ソル コ クチ ョ ン美女が言う｡ ｢ヴ
ィ ヴィ ル ･ ヴィ ヴィ ル ､ ヴィ ヴィ リヤ !私たちの 運命は何 に よっ て も断ちがた い 幹で結 ば
れて い る ｡+ そう して ､ 競技場 に銀の 矢 を突 き刺し､ ｢ご覧なさ い+ と い う｡ 一 同がそ ば へ
行 っ て みる と, 失 には我 らが乙女 の 生き姿 と ､ 上界 の勇者 ､ モ ングン ドル勇者の真 の 姿が
あっ た ｡ 今や ､ 二 人の幸福な未来 を疑うもの はい なかっ た｡
盛大な婚礼の 祝宴は 22昼夜うち続 い た｡ かくて ､ 我 らの 中界 は今 日 に至る まで事 も な
く存在して い るの で ある ｡ (了)
解説
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口東文芸 の衰退は明らかで あ･つ た ｡ そ この ､ ただ独りの 蘇り部が N. G. ト ロ フィ ー モ フであ
り､ :'｢碗
rk専スモ ンジ ャ勇者+ は彼 の誇 っ たもので ある ｡
トロ ヲ# - モ フ はブタ氏族で あり ､ アル ダン川上流 の ウチ ュ ル川流域の エ ヴェ ンキの狩
人の 家庭に生まれた ｡ トロ フィ ー モ フ自身の番 による と ､ 彼が は じめて ｢イ ルキス モ ンジ
ャ勇者+ を聴い たの 杖 9 才 助 とき､ S. ザポロ ッキ ー (ブタ氏族) の語 りで あっ た ｡ 1 0才の
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とき､ 夏 になる と子供た ち だけで寝泊まりする小屋 の なか で毎晩同年代 の子供たちに語 っ
て きか せた ｡ ある とき ､ 早朝にそれを聴い て い た年寄りが , 大人たちの 前で そ れを語る よ
うにと説き伏せ ､ は じめて公に語 っ たの はわずか 12才の とき , 7晩連続であっ たとい う｡
爾来 ､ ト ロ フ ィ ー モ フ は頼 まれ れば､ 決して拒む こ となく , お気に入 り の この ｢イル キス
モ ンジ ャ勇者+ を奮 っ た ｡ 1 921 年の 大祖国戦争前に､ 彼 はクタン川 へ 移 っ たが ､ そ この住
人たちは エ ヴ ェ ンキ語を知らなか っ たので ､ 彼は祭日などには幾度となく公民館 ( クラブ)
で これを た｡ こう して ､ 20年梗どは エ ヴ ェ ンキ欝で語る こ とがなか っ たo
語 りの なか にヤ ク ー ト語 の 表現 ､ イ ディオム などが豊富なの は この ためで ある とい う｡ す
なわち ､ 大部分の 借用は エ ヴェ ンキの 語り部 によ っ て創造的になされたわけで ､ そ の ため
発音だけでなく､ 語意もまたヤク ー ト語 と杜異なっ て い る とい うことになる ｡
- マ と こ の叙事詩は長大で は あるが ､ 全体の テ ー マ は 一 貫して英雄の 花嫁獲得で
ある o そ の ための遠征で 先着の 求婚者 ､ 敵対者で ある アヴ ァ ヒとの 壮絶な昏恥1が行われ ､
また ､ 花嫁 の 一 族やそ の 兄弟 との 力比 べ ( 削ゝ) がある ｡ 後者 の場合には闘い は求婚難題
の 一 つ の ヴァ リエ ー シ ョ ン とみなす こ とがで きようが ､ その 目的は勇者の 一 族 である花嫁
に ふ さわし い勇者である こ とを証す る こ とにある ｡ 地下界の 存在で ある ア ヴァ ヒはそ れ 自
身が地上界や天界の 存在 に と っ て は邪悪で相容れな い敵対者で ある｡ そ れが地上界や 天界
へ 聞入 して結婚の 相手 を獲得しよう とする ｡ かくて ア ヴァ ヒは 二 重の意味で勇者 に と っ て
成敗す べ き敵対者 となるが ､ こ の 叙事詩で杖全体 を通じて ､ 勇者たちがア ヴァ ヒを相手 に
繍うの は - 専ら花嫁 となる乙女をめ ぐっ て敵対する の で あっ て ､ 文化英雄と して地上界 の
安寧の ために悪なる存在 としての アヴァ ヒを 一 掃するとい うわけで はなn ｡
全体 の構成は 小見出しに 明らかなよう に､ 数多の 勇者 の花嫁獲得 ､ 花婿獲得 の遠征武勇
評が独立 した章段をなして い る ｡ タイトル にな っ て い るイルキス モ ンジ ャ 勇者か らは じま
り､ そ の姉妹､ 息子 たち と姉妹の 息子たち､ 孫 とその 世代の 勇者 とい うように 3世代 にわ
たる 一 族の 勇者が各章段の 主人公で ある ｡ 終章で は中界の フルコ クチ ョ ンに男児が生れる
が ､ 出生と 同時 に白き小鳥 に化 して飛期 し ､ 勇壮な勇者になる こ とが約 され.& がらこの 叙
事詩 の 噂外におかれる ｡ こ の - 篇はなお兼帯である らしい の は この 点にある のか も知れな
い ｡ この 叙事詩の 構成を見る と ､ 明らか に全部で 8つ の エ ピソ ー ドが数珠つ なぎに展開 し
て い るo㌔ - 篇は勇者と花嫁の婚礼 の宴で終わり , そ こに加わっ て い る勇者の 一 人 が次 の 段
の主 人公 として登場 ､ 花嫁捜 しの 遠征 に上り ､ ア ヴァ ヒとの 削 ゝに巻き込 まれ る のが共通
した筋で ある ｡
登壇A 勉 登場人物の ヒ ー ロ ー は い ずれも ｢勇者+､ ヒ ロイ ンは ｢美女+ か シ ヤ マ ンで あ
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る ｡ イルキスモ ンジ ャ勇者 と共に最初 に登場する鍛冶屋 の トロ ンタイは 聾唖で あるが ､ 冒
頭に 患 い てそ の彼が自ら の手 を打ち傷め て大声を上 げる と こ ろか ら､ こ の 叙事詩は ドラマ
ティ ッ ク に展 開する ｡ そ して この 鍛冶屋 は全篇を 通 じて しば しば想起 きれ ､ そ の所有す る
77 プ - ドの 堪と 33プ - ドの や っ と こ が勇者たち の窮地を救うために天から下賜され ､ ま
た､ 第7章で は死か ら蘇生 した トロ ンタイが若き 乙女 のため に銅の 鍛錬場 と強弓をこ しら
え る ｡ ヒ ロイ ンは い ずれも知性 と果敢さ を具えた美女 たち で , しか も, す ぐれた シヤ マ ン
である ｡ なか で もク ッ クマ チ ャ ンは ア ヴァ ヒの 女頭 目と願 っ て死んだ夫イルキス モ ン ジ ャ
を蘇生させ ､ セカタ姫 は死の 世界に掠奪 され た未来 の 花婿 と坊の チャ ギル ガンを救出 し ､
アヤクチ ャ ン美女 は生ながら に して死 の危険や死から人々 を救出する使命 を帯びて い るが ､
これまた未来 の花婿 と共にア ヴァ ヒ と闘い , 地下界 に降下 して遂に ｢生命の水+ を手に し ､
最後 には死者たちを現世 に廷 らせる ｡ 女勇者 と して武技に長 けて い る の は 人さ し指で す べ
て を滅 ぼす とい うウニ ヤ ントウク美女 と飼葉りの 競技場 で 日々 鍛練 に励むソル コ クチ ョ ン
美女で ある ｡ ニ ー 方､ 地 上界 と天界の 勇者たちに敵対 する アヴ ァ ヒで は女頭目の パパヤガが
そ の 弟のために花嫁 を獲得す べ く襲来 し､ 勇者たちを苦 しめる ｡ 彼女 は 33尋 の針金 の 髪
と鉄の 爪 をもっ て 勇者たちの 身体を苛み , つ いに は彼らをそ の額分である瀬上 の 遠く ､ 地
下界 の孤島の煉獄 に幽閉す る｡ 勇者は 一 様 に勇猛果敢で ある が, こ の女 ア ヴァ ヒにかか っ
て は勝ち目がな い ｡ そ の なか で傑出 して いる の は 3 つ の 世界でそれぞれ勇名を馳せ る コ コ
ル ドコ ン勇者 である ｡ 彼は クッ ク マテ ヤ ン とイル キス モ ンジ ャ の息子で あるが ､ そ の 風貌
は手袋旺 どの大き さなが ら､ 祖父ゲヴァ ン翁の 11 0プ - ドの 鋳鉄の ボ ー ル をも っ て大人の
勇者たちの適わぬ相手アヴァ ヒを滅ぼし､ 無策無謀な先輩たちの 凱 1を非難する ｡
且 地 ニ ヱ生 登場する勇者 とそ の他 の もの たちは対話 の 場面では 必ず詞 の は
じめ と終わりにリフ レイ ンを唱えて い る ｡ 勇者や ヒ ロイ ンばかりか ､ ア ヴ ァ ヒやカラス に
至る まで ､ 対話の はじめにはそれぞれ 固有 の リフ レイ ンを唱え, 己が何者で あるか を身上
を明らか に し名の り､ 次 に己が もの 申す相手が何者である かを同定 し､ 最後に何の 目的や
用があるの かを宣 ペ ､ もう 一 度リフ レイ ンを鳴 っ て お わる . その 口上 に対 して ､ 相手も同
じ順序 で繰 り返す ｡､リ フ レイ ンは登場者にそ叫ぞれ - つ 決 ま っ て い る が , 例外は シ ヤ マ ン
の アヤクチ ャ ン美女で ､ 彼女は普通の 対帯で は ｢キキ ル ･ キキル , キン グキラ ニ ン!+ で
あるが ､ シ ヤ マ ン の儀式 に際して 臥 ｢へ デ ･ ホガイ ､ へ デ ･ ホガイ !+､ また ､ 死者を蘇
生させ るとき 削ま､ ｢へ デ ･ 妹 ガイ ､ へ デ ･ ホガイ ! =イケ ･ エ ト､ エ イケ ･ エ ト!+ と
唄 っ て い る ｡
本篇で登場するキャ ラクタ - とその リフ レインを以下 に示す ｡
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エ ヴ ェ ンキ の 叙事詩 には特有 の表現があり ､ そ れはまた ､ 語りの 形式 と深 い か かわりが
あるもの と想像 され るが ､ 一 方 ､ こ の こと は他の 諸民族の 叙事詩 に もしば しば共通す る顕
著な特徴である ｡ そ の い く つ か につ い て取り上 げて みる ｡
i &
エ ヴ ェ ンキで は ､ サハ の 場合 と同様 に, 叙事詩 に登場する キ ャ ラクタ - はほ とん ど名を
もち, 直接話法 で 旺 ｢歌 い 出 し+ のイケ - フ ケに続い てそれを名乗る o しか も､ 自らの 名
の 前 に父鵜と母親の 名を付 して ､ 素性 を明らか にする ○ コ コ ル ドコ ン勇者が上 界の ジ ュ ギ
ル マ ンジャ 勇者と出会 っ た折 の ､ 双方の科 白は次の ようである｡
｢キダ ･ キダ､ キ ラジ ー ! さ ても , さて も ､ 汝は いずこ の氏族 の 着か ､ 勇者 よ､ い ず こ
からきたか｡ 年は幾つ で ､ 誰の子か … ､ 挨拶妄受けよ ｡ 我が勇名と広 き誉れを問わらば､
答えよう ｡ 『我 は上界の 勇者 , 名はジ ュ ギル マ ンジ ヤ ､ 霧 と需か らなる天の息子だo』 それ
で は汝速やか に己 の勇名と広き誉れ を陳 べ よ … ､ ,+
そこで中界の我が コ コ ル ドコ ンはす ぐに話 は じめて ､ 次の ように詳細を陳 べ る｡
｢キ ン ッギル ･ キン ッ ギル ､ キン ッギル モイ! 上界の 勇者 ､ 希の 煙 り に包 まれた天 の 息
子 ジ ュ ギル マ ンジ ャ 勇者 ､ まずは挨拶 を ､ それか ら話を ｡ 『汝 どこ の氏族 の 生 まれで ある
か』 と問わらば､ 答えよう｡ 『我が父 は 中界 のイ ルキス モ ンジ ヤ ､ 母 は ク ッ ク マチ ャ ン美
女､ 我 は 3つ の シ ビル の す べ て の くに に完全な名をもつ 者 ､ 地下界で はセ レル グンの 接近
で敏感 に目覚めるセ ンゴ クチ ョ ン ､ 中界で は コ コ ル ドコ ン ､ 上界で は勇者の 鳥 に乗れるメ
ングノ ニ コ ンとは我が名なり｡』 暇 ､ 何用にてや っ て きたか』 と問わらば､ 答えよう｡ 『我
はある意図 もちて 明る き名と広 き誉れある汝 の 若き娘 , 糸 の ごとき足跡 の イ ンメ コ ン美女
の許 へ ､ 彼女が 一 年日 には 我が針子 ､ 二 年目には主婦となり､ 三 年目には我が運命 の友 と
なっ て くれるように と飛んできた｡』+
勇者の 対話 にお ける直接話法 の 簿 熟ま概 して こ の ように 問答 口調 の 形式 をとる こ とが多
い ｡ これも音声に よる伝達軍段として杖非常 に明解で効果的であるように思われる｡
呈+ 虞董卑出塁と真空盟量変
天界からも､ 地下界か らも何者か が中界へ や っ て くる ときに は必ず天空 に急激な大異変
が起る ｡ そして ､ その 激 しい嵐が止み , 晴天 が回復 した時に勇者 の館には 何者か が鳥 の姿
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で舞 い 降りたり , 鉄で被服さ れた奇怪なア ヴァ ヒが出萌する ｡ そ の有 り様は あたか もオ ー
ケ ス トラに よるポリ フ ォ ニ ー の フ ォ ル テ ッ シ モ を想起させ る ｡ 例え ば, 話 の発端 となる ト
ロ ンタイの 怪我 の 後 ､ 上界か らイルキス モ ン ジャ の 妻 とそ の 姉妹が訪れ てく る前兆は次の
ようで ある ｡
｢夜明けに四方八方か ら風が吹き は じめ ､ 黒 き雲が押 し寄せ ､ .白き雲が現れた ｡ 彼 (イ
ルキスモ ンジ ヤ) が見回 す間もなく疾風が吹き出し ､ 雷 と稲妻が天を震わ せ ､ 地上 に轟い
た ｡ 稲妻はチ ュ ムを木 っ 端微塵にするや に思われた｡ 豪雨が降り注ぎ､ 雪が降りしき っ た｡
風 と雨が止ん だとき ､ 天か らさえずりながら羽音 とともに三羽の鳥が舞い 降りた｡+
こ の ような描写 は ｢イ)t'キス モ ンジ ャ勇者+ の 簾だけでなく , エ ヴ ェ ンキの 他 の叙事詩
にも共通して おり､ 一 般に勇者の移動は天地の 鳴動 を伴う ｡
3.
勇者の 体格や 服装につ い て の 描写 は本篇では必ずし も詳細 を極めない が ､ 例えば､ コ コ
ル ドコ ンの 棲小な姿が仮染め で ある こ とを気に留め ､ そ の花嫁 となるイ ンモ コ ン娠の 父 ､
ジ ュ ギル マ ンジャ 勇者法 ｢本当の 姿+ を見たがる･｡ こ の あたりの心理描写は こ の章段の 聴
か せ どころで あるが ､ コ コ ル ドコ ンは数回転 して ､ rどこにも凹み の ない 銅鎧を着けた上
界の 勇者メ ングノ ニ コ ン+ の 真姿を顕わ し, 花嫁の 父を満足させ る o 勇者振り往 こ の 他に
も食 べ っ ぷ りや 巨大な持ち物 ( 弓矢､ 樋 とやっ と こ ､ シ ヤ マ ンの 太鼓と擦､ 重量 の ある鋳
鉄の ボ ー ルなど) に明示されるが ､ そ の 表 郷ま定型的であり､ そ の定型句が絶えず反復さ
れる ｡
また ､ 英雄叙事詩 を通 じて顕著な特徴 の 一 つ として挙げられる の は で
ある ｡ 怒り 杜表情だ 桝こ顕わ れる精神的心理的な昂揚ばかりでは ない ｡ アヴァ ヒ とい う存
在 に対する憎悪､ 理不尽な妄言や屈辱 に対 して 湧き起る激 しい 憤怒は五 臓六折か ら全身に
溢り英雄を して敵 との 対決に向かわ しめる ｡ それは道義や秩序､ 社会的な正義 に と っ て の
防護壁で ある ｡ そ れが犯されそ うにな っ たとき怒りは爆発する ｡ 上界の フ ル コ クチ ョ ンが
ア ヴァ ヒ と対決す る とき の 怒りは次の よう に語られ る ｡ ｢憎悪の ために この 勇者 の 両の こ
めか みから.は煽が燃え上がり､ 十本 の措か らは鮮血が逝り出て , 両の肩 は衷り裂けん ばか
り ､ 腰は破裂せん ばかりであ っ た｡ ア ヴァ ヒに近づくと､ 歯を乱ませて ､ 骨げる ｡ , ､ ､+
4
.
い の
英雄叙事詩の 一 般的な特徴の
一 つ に聞い の表現が仔細 を極める こ とが挙げられる ｡ 騒い
は素車で格闘による ことが多く ､ 主 として ､ それが長期に及び､ 打ち合う音が天地 に こだ
まし､ 大地は荒廃､ 草木は倒れ , 人間も動物 も幼き もの は怯え ､ 生まれ出ようとしな い と
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語られ るo つ まり ､ ｢イル キス モ ンジ ャ勇者+ の 一 意で 杖 ､ 地下界 の 女主人パ パヤガが針
金の 長髪や ､ 鉄 の爪で勇者を苛む という以外には ､ 勇者同士 , 勇者 とア ヴァ ヒの聞い の 生々
し さや残酷 さ ､ 惨 さ , 痛 みは如実 に語れて は い ない ｡ ま た､ アヴ ァ ヒ と の 願いで は最終的
に地下界や天界 の特殊な装置 の ある , 特別 な場やに移されて 決着す る こ ともある ｡ 英雄は
ア ヴァ ヒの 頚 をは ねて , そ の 遺体 を切断 して 四方 に投棄て る が､ アヴ ァ ヒは勇者 を喰おう
とす る｡ ア ヴァ ヒの襲来 は 中界や 天界 の嫁が目当て で あるが ､ 人喰 い で もあり ､ エ ヴ ェ ン
キの 他の 篇で はそ の 一 面が強調 される例がある ｡ 敵対者の 遺骸 を互 い に どの よう に処置す
るか とい う点 も英 雄叙事詩の 重要な特徴で あり､ そ の 背景 に民族的な願 い の習俗や異なる
民族, 集 団に対す る見解をみて とる ことができる｡
5.
叙事詩 にはさまざまな特殊装置や武器が登場する が, その 一 つ に ｢呪的な失+ がある ｡
コ コ ル ドコ ン の 章段で は ､ ア ヴ ァ ヒの 頭目との 決匝那こ際し七勇者は ｢友 よ､ 8 尋 の 2 倍の
弓よ､ 我が こ の世 に生 まれ しよりの我が 同伴者 ､ 我 の 言う こ と を聴けよ｡ もしも , 我が三
つ の シ ビル の大地 を遍歴 し ､ 家をもち､ 家畜 を増や し , 子供 をもうける 定めな らば, 汝 ､
鋳鉄を前 に して止 まる な ｡ 石か らも逃 げるな ｡ ア ヴ ァ ヒの 頭目の どこ か の鹿 を貫 け+ と呪
文 をかける ｡ 失 はそれを実額する ｡ また , デリス の垂段で は そ の 矢がデル ゴクチ ョ ン との
結婚 の 成否を賭けて放たれ る ｡ そ して 呪文 をか けられた失はあたかも意志 の ある生き物 の
ごとくに忠実に使命 を果 たす ｡ ｢呪的な矢+ は ユ ー ラ シア の 英雄叙事詩 に広く登場し 一 般
に共通する特徴の 一 つ で , さまざまな習俗や儀礼 とか かわっ て い る o
6. へ の
勇者たちは幾度が身を翻 し鳥 に変身 して空を移動し､ また､ 身を翻 して人間の姿に戻る ｡
これは中界や上界の 勇者ばかりで なく ､ 地下界の ア ヴァ ヒの 勇者も同様 である｡ 鳥は 白鳥 ､
ツル , 銀 ヅル ､ ワ シ ､ タカな どで ある ｡ 天空 を飛期する鳥へ の変身は 何 も英雄叙事詩 だけ
に固有の 表象で はなく, 他あジ ャ ンルめ説許に も ー 穀的で あり､ また ､ それは ユ ー ラ シ ア
ばかりでなく､ 人類の 普遍的な夢想で あ っ たし, 今 日で も変わ らない ｡ ただ ､ この ような
鳥の 出現が エ ヴェ ンキ の 叙事帝で は天空 の急激な異変を前兆 と して い る こ とに特徴があり,
また ､ それはサハ の叙事詩 に つ いて も等 しく共通 して い る ｡ ｢イルキス モ ンジャ 勇者+ の
篇で は ､ 鳥 の 他に ､ 針 ､ シ ラカバ 樹皮 ､ ハ エ な どへ の変身や ､ 変身逃走な どの モチ ー フ も
みられる ｡
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注盈
1 ヴァ シ レヴィ ッ チは シビルを ｢土地+ や ｢種族+ の名称で ある とし､.叙事詩に登場する
3つ の シ ビル を具体的な地名に比定し, また､ 民族名として ｢シ ベイ+ (室章)を想定し
て い るPa c 耶 eB 耶1966:338-339]o
2 叙事詩の なか で法 エ ヴ ェ ンキは しばしば自らを ｢ウランカイ+ と称して い る o これ 柱 ｢山
岳森林の住人+ の意で , 叙事詩の なかで 法シ ビル の地の 山 のタイガで ､ 家畜をもたずに放
浪生活を して い た狩猟民で ある というPac m e 耶196:340]｡
3 プ - ドは ロ シア の古い重量単位､ 1 プ - ドは 40 フントで約1 6.38キ ロ グラム ｡ 叙事詩の
なかで ロ シア の度量衡 の単位が用い られるの は 一 般的な傾向で ある｡ 後出の/耳バヤガの髪
は 3 3サ ー ジ ェ ンで あるが ､ これもロ シアの 長さの単位である｡
4 アヴァ ヒは ｢敵+ の こ とで , サハ 語に由来する ｡ サハ の叙事詩では勇者に敵対するの は
aba ahy で地下界の 住人 ､ 邪悪な怪物である . エ ヴ ェ ンキの叙事詩にアヴ ァ ヒが登場するの
は ､ サハ との歴史的なかかわりや ､ エヴ ェ ンキにサハ語やオロ ンホが通用 して い た ことを
窺わせる ｡
5･ こ こで は ｢生命の水+ が明確ではない ｡ 使われたのは 白､ 青 ､ 赤の 3つ の 卵で ある｡ この
卵は第 6段 ｢上界フル コ クチョ ンの巻+ でアヤクチャ ン美女がウニ ヤ プトウク姫を匪生さ
せ る ときにも使われる｡ 卵は生命力の源泉 ､ 肉体の治癒力をもつ もの とみなされてい る｡
一 方 , ｢生命の水+ は こ の 後でも触れら れ また､ 第声段 ｢中界の フ ル コ クチ ョ ンの巻+
に登場す る｡ それは地下界の ア ヴァ ヒの所有すると ころで ､ 地下界の 中央の岩の割れ目
にあり, 彼らが死から廷る手段で ある ｡ それをシヤ マ ンの アヤクチ ャンが中界の 同胞エ ヴ
ェ ンキ のために獲待し ､ 残りの水ほ効果なきもの に して ､ ア ヴァ ヒの廷生の可能性を断つ ｡
6 シヤ マ ンが死者の 骨をつ なぎ合わせ ､ 銅の 揺りか ごに納めて ､ 揺らしながら､ 詞 をか け､
最後に投げ出す という廷生法は , 第7投と第8段で も繰り返される ｡ ｢揺り㌢か ご+ で ｢採
らす+ とい う行為には大きな呪術的な意味があるようで ､ これはエヴェ ンキの み卑らず､
ユ - ラシ アの他 の民族に も見られる ｡
7 ｢アイ - + (a払 B I)とはヤク ー ト欝で善なるもの , 善なる存在を意味し, 中界や天上界の住
人 ､ アヴァ ヒと闘う勇者を さすpM eJB ∬ O B,JIe6印 e 阻1990:3 84].
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囚 ′ 団 2 蛭田J .Ⅷ皿
一 巨∃s [Myree va 1990:76の図を改射
東部タイプ (1.振東 エ ヴ ェ ン キ, 2 .上ア ルダ ン ･ ゼ
- ヤ エ ヴ ェ ン も 3･本井の 分布地域)
北方タイプ (4.)
南方タイプ (5.)
- 1 22-
